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Speculation on the purpose of life

人生の第一義

京都産業大学教授 若泉 敬

「わが人生、いかに生くべきか」とは、心ある人なら誰でも自らに真剣に問いかけ
る永遠のテーマであろう。

特に、これから成人し社会に出ようという青年にとって、それは避けて通れない
自我確立への苦悩に満ちた模索の過程である。

飽食暖衣の泰平楽に慣れている今日の学生諸君と語りながら、折にふれて私は、彼
らに根源的な問題を提起しかつ訴えている。

「いまこそ志（目標）を立て、意義ある充実した人生を送るよう努めて欲しい。
事の成否は別として、死に臨んで“嗚呼、自分の一生は虚しかった”と後悔するよ
うなことにならないように」と。

若泉 敬先生の手記 1984（昭和 59）年 9月 17 日
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若泉 敬先生に初めてお会いしたのは、私（昭和 25 年 9 月 7 日生れ）が
福井県立若狭高等学校 3年生で、大学受験期の 1969（昭和 44）年 1月
でした。
場所は、ひな 奥様のご実家（福井県武生市）です。
先生からは「京都産業大学は新しい大学です。共に学びフロンティア精
神で立派な大学にしましょう」とのお誘いをいただきました。その時の
「仁なる眼差し」は深い感激となって、生涯忘れることができません。

同年、京都産業大学法学部に入学。学生寮・自治会活動を通じて大所高
所のご助言ご指導をいただき、卒業と同時に母校に事務職員として奉職。

ともづな

爾来「知の奔流・教育の道場」を纜に、「運命共同体」として学生、教職
員と共に大学の進運に夢を抱き汗を流しました。

先生は「世界の中の日本、自国の安全保障」のありかたについて研究、
実践に邁進され公論をリードし、一命をかけて「沖縄の祖国復帰」とい
う回天の大業を成し遂げられたのです。

先生は国際政治学者、教育者、真摯謹厳で文武両道の練達の士、慈父と
して、私と家族を終生愛して下さいました。私にとっては「人生の師表」
として、永年にわたり汲めども尽きぬ泉のご鴻恩をいただき、心の奥底
から景仰でき得る喜びと、深い縁を大事にしたいものと念じています。

若泉 敬先生の御魂は「北斗の星」「愛国の道標」となり、日本の次代を
担う青年には、毅然とした自主独立の精神を以って「我が人生、いかに
生くべきか」を問い続けて欲しいと、今もなお語りかけているのです。

2010（平成 22）年 7月 27 日
ふる里の 澄みわたりたる 夏の空

吉村 信二
Yoshimura Shinji

「若泉 敬先生と私」

出会いと鴻恩を偲ぶ
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後期戦中派 若泉 敬先生の「生き方のかたち」

The Life and Thought of Wakaizumi Kei,
a Scholar and Diplomat of the Young Mid-War Generation

京都産業大学世界問題研究所長 兼 東京事務所長の時代 〈若泉 敬先生 42 歳 1972（昭和 47）年〉
東京都新宿区大京町 26 野口英世記念館 201 のオフィスで
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「三縁の会」誕生 もう一つの理由（わけ）

■ 考えられないことを考え抜く、勇気と実行
■ 我が人生、いかに生くべきか

ことづて

〈国際政治学者・教育者 若泉 敬（わかいずみ・けい）先生の訓導〉

「世界の中の日本」の在り方を提唱し、沖縄の祖国復帰に尽力された若泉 敬先生（1930－
1996・京都産業大学教授）は熱情をもって若い方々に問いかけられました。

「真贋を見抜き、何が本質なのか」「現状のまま、これでいいのか」…と。

「考えられないことを考え抜く、勇気と実行」そして苦難を恐れず半歩でも前進し、たっ
た一度しかない人生に「我が人生、いかに生くべきか」を真摯に自問しましょう…と。

この言を素心として、私は「報恩感謝」の日 （々余命）を送りたいものと希っています。

吉村 信二
Yoshimura Shinji

若泉 敬教授が唱える「日本のあるべき姿」の 3本柱〈1970 年代提唱〉
国家の自己定義 National self-definition

① 再独立の完成 国家主権の回復（戦後体制の見直し）
日本の歴史、文化、伝統を尊ぶ日本人 独立自尊の精神

② 国家目標の確立 真のリーダーの出現 国策としての内政戦略、外交戦略
日本を誇りに思う、世界に貢献する日本人の育成

③ 日米安保の再検討 自国の命運を他国に委ねない国防意識（気概）
親米、反米にとらわれない自主防衛の推進
国内米軍基地の段階的縮小
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〝対話〟の合間に談笑するトインビー教授（左）と
若泉教授（ロンドンのトインビー家の書斎で）

『トインビーとの対話 未来を生きる』 〈インタビュー時の若泉敬先生 40 歳〉
アーノルド・J・トインビー 若泉 敬 1971（昭和 46）年 4月 10 日発行 毎日新聞社（定価 850 円）
・毎日新聞紙上で長期連載 1970（昭和 45）年 8月 24 日から 12 月 20 日まで 97 回

ロンドンでロングインタビュー
1970（昭和 45）年 6月 10 日～ 16 日
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『トインビーとの対話 未来を生きる』
アーノルド・J・トインビー 若泉 敬 毎日新聞社刊

1971（昭和 46）年 4月 10 日発行

序 文
若泉 敬

なぜ、若い世代が、既存の価値観に疑念を抱くのか。なぜ、その一部が現実から逃避し、なぜ、一部
が過激な反体制運動に走るのか。単なる世代間の断絶というより、現代文明に対するもっと本質的な問
題提起を含んでいるのではないだろうか。

1960 年代の後半、全世界に吹荒れた大学紛争の嵐のなかで私自身が深刻に悩み、切実に模索してい
た。1969 年春、ロンドンを訪れた際、日ごろ尊敬するトインビー教授に私は、率直にこの苦悩を訴え
てみた。
教授との真剣な話合いのなかで、私は、きわめて貴重な示唆を受けた。そこで、ぜひ、これらを広く
世界の若い世代に紹介し、また、自信を失っている大人たちにも伝えたいと、考えるに至った。

人間精神の危機が叫ばれ、人間の存在そのものが問われようとしている今日、人類の直面する基本的
な諸問題について、教授の思想をこの際、ぜひ、体系的に一冊の書物にまとめたいと考え、教授の快諾
を得て、ただちにこの計画を進めることにした。

もとより、私自身、このような対話の相手としてかならずしも適任者だとは考えなかったので、他に
人を求めてみたが、うまくいかなかった。
結局、教授からの「君自身と話合ってみようではないか」という言葉に励まされて、この対話を自ら
試みる決意を固めた次第である。

〈抜粋〉

（6）



和やかなひと時 東海道新幹線の車中で 〈若泉 敬先生 37 歳〉
トインビー博士右側、ベロニカ夫人左側、若泉 敬先生中央

・「世界と日本を語る」ハワイ・ホノルル対談
アーノルド・J・トインビー博士と若泉 敬教授
プレジデント・クリーブランド号の船上でTV収録 1967（昭和 42）年 10 月 31 日（火）

・対談の全容 日本テレビ・NTVの番組「ニッポンであいましょう」で放送 〈カラー〉
1967（昭和 42）年 11 月 3 日（金） 21：15～23：00

・トインビー博士が学生に熱く語る講演 〈京都産業大学体育館〉
演題「未来の世界像と文化」 1967（昭和 42）年 11 月 16 日（木）

・トインビー博士の公開講演 〈国立京都国際会館〉
演題「人口の都市集中化の問題点とその対策」 1967（昭和 42）年 11 月 18 日（土）
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京都産業大学世界問題研究所と若泉 敬先生
若泉 敬先生は新進気鋭の国際政治学者、京都産業大学のスポークスマンとして、
あら き とし ま いわくろひで お

荒木俊馬総長、岩畔豪雄所長との三人の「同志的結合体（世界問題研究所）」によっ
て、世界秩序の新構想、新しい大学像の構築、世界の碩学の大学招聘など、創学
浅い大学の隆運と知名度アップに貢献した。

設立年：1966（昭和 41）年 4月 1日 京都産業大学東京事務所を同時併設
〈若泉 敬先生 36 歳〉

所在地：東京都新宿区大京町 26 野口英世記念会館 201
理事・初代所長：岩畔豪雄先生 〈所長 1966.4.1-1970.11.22〉

（京都産業大学設立に参画、理事を務める）
〈1897（明治 30）年 10 月 10 日－1970（昭和 45）年 11 月 22 日〉

教授・所員・2代目所長：若泉 敬先生 〈所長 1970.12.1-1980.4.30〉

（京都産業大学法学部教授・大学部局長会メンバー）
〈1930（昭和 5）年 3月 29 日－1996（平成 8）年 7月 27 日〉

■ 世界問題研究所の組織・研究内容
〈世界問題研究所規定（抜粋） 昭和 41年 4月 1日制定〉

・第 1部 社会、政治、経済、軍事、その他世界史的な意義を内包する世界状勢を調査
し、その結果を資料として整理し、保存する。

・第 2部 人類又は我等の国家社会のために必要且つ緊急な世界史的対策を研究する。
・第 3部 世界史的意義を内包する文化及び思想の実態を調査すると共に公正妥当な対

策を研究する。

■ 京都産業大学の将来像としての基本研究テーマ
－インターディシプナリーの総合研究－

1. 「学問の将来と大学の在り方」〈昭和 47年、48 年、49 年の 3ヵ年共同研究〉

2. 「世界秩序の形成と新学問体系への展望」
〈昭和 51年、52 年、53 年の 3ヵ年共同研究〉

大学改革
世界的視野で
大学問題を
取り上げる

学問の在り方
学問の将来

大学の在り方
新しい大学像

京都産業大学
「教学体制」
の将来構想
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Tokyo から世界へ雄飛 若き日の若泉 敬先生
京都産業大学世界問題研究所長 兼 東京事務所長

〈若泉 敬先生 40 歳のころ 1970（昭和 45）年代〉

（9）



新聞『日刊福井』（現『日刊県民福井』）の原流
－－「日本の民主主義を育てる会」の機関紙『民主主義』－－

■ えせ民主主義を排し「真の民主主義」を育てる運動の展開
「日本の民主主義を育てる会」（略：民主主義の会） 1969（昭和 44）年 6月 19 日（木）発足

くまがい た さぶろう

会の名称は若泉 敬先生の進言に基づき、代表の熊谷太三郎先生が決定した。
※ 熊谷太三郎先生 〈1906（明治 39）年 11 月 3日－1992（平成 4）年 1月 15 日〉

㈱熊谷組の 2代目オーナー社長、福井市長として福井大空襲〈1945・7・19〉・福井大震

災〈1948・6・28〉の復興に 10 年間尽力する。九頭竜川など大水害の改修・治水事業に挺

身、アララギ派の歌人。

自民党参議院議員、自民党県連会長、福田赳夫内閣の科学技術庁長官を務める。

〈熊谷太三郎先生、梅子奥様は吉村信二・玲子の結婚式の仲人様〉

■『民主主義』の創刊 1969（昭和 44）年 9月 3日（水）初号 〈若泉 敬先生 39 歳〉

（隔月発行・タブロイド版）

創刊の言葉 「真の民主主義確立を」熊谷太三郎先生

「許せぬ学生の暴力」若泉 敬先生

■ 真の民主主義確立に行動する同志・主要メンバー
『民主主義』・『日刊福井』への寄稿 勉強会の講師を務める 〈順不同〉

熊谷太三郎先生、＊若泉 敬先生、林 健太郎先生、飯島 清先生、城地善蔵先生、
＊今 日出海先生、＊村松 剛先生、＊桶谷繁雄先生、＊小谷秀二郎先生、
＊入江通雅先生、＊三好 修先生、＊丹羽春喜先生、＊三木 新先生、＊漆山成美先生
〈＊印は著名な識者であり 京都産業大学教授で「民主主義の会」の頭脳集団となった〉

■『日刊福井』の創刊 1977（昭和 52）年 7月 1日（金）初号 〈若泉 敬先生 47 歳〉

オーナー社主である 熊谷太三郎先生と若泉 敬教授らの念願 「新聞」発行
〈福井県紙として、『福井新聞』・『日刊福井』の 2紙体制となる〉

・社会の木鐸として、健全な世論の発達に奉仕するオピニオン紙

・言論で世の中の真贋を質し、真の民主主義を確立するオピニオン紙
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全米の世論を沸騰させたテレビ討論番組に出演 〈若泉 敬先生 41 歳〉
タイトル「アメリカは日米安保条約を廃棄すべきか否か」

・若泉 敬先生は安保維持論者として自説を述べた
1972（昭和 47）年 2月 1日 〈全米で放送：90 分間〉
・『文藝春秋』 1972（昭和 47）年 4月 1日号でTVの全容を完全再録
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アーミン・マイヤー駐日米国大使のレセプション（東京）
1972（昭和 47）年 3月 16 日（木） 〈左側 若泉 敬先生 41 歳、ひな 奥様 41 歳〉

・中央 マイヤー大使夫妻、右側 荒木俊馬 初代京都産業大学総長と京子奥様
・若泉 敬先生はニクソン政権の「日米繊維交渉」をめぐって マイヤー大使との
チャンネルをもった
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アッセンブリーアワー講演会

若泉 敬 教授

1983（昭和 58）年 4月 13 日（水）
13：00～14：30 京都産業大学 515 大教室

〈昭和 58年度 新入生を対象とした講演会〉
�私は、新入生の皆さんに 3つのことを問いかけてみたい。
何故、大学に進学したのか
数ある大学の中で、何故、京都産業大学に入ったのか
京都産業大学で何をしようとするのか

�入学時に配布された『雄飛（学生自治会）』『教学の精神（京都産業大学）』『京都産業大学新
聞（学生新聞局）』『京都産業大学報（京都産業大学）』等の中でも、『雄飛』と『教学の精神』
の 2冊を必ず読み、これらは在学中の 4年間に限らず、卒業してからも繰り返し時とし
て紐解いて欲しいと願っています。
即ち、京都産業大学のアイデンティティーと学生として為すべきことが述べられている
必見の冊子なのです。

�『京都産業大学新聞』（昭和 58年 4月 1日 第 30 号）には、「なぜ、大学に行くのか？」と
題して、学生・保護者のアンケート結果が報じられており、注目にあたいします。
大学進学の動機として、「勉強のため」…と答えたのは、14％であって本来、学生の本
分としては、残念ながら低い数値であるといえます。
大学進学の動機や目標が希薄であるという、現状を注視しなければなりません。

�高校生の 40％が大学進学する現況を鑑み、私の気持ち（本音）としては、ただ何とな
く大学進学する人よりも、高校を卒業して実社会で苦労しながら働いている人たちの方
が、はるかに立派であると思います。
尚更に、大学進学した諸君には確固たる「動機と目標」を持って欲しいものです。

■朝日新聞（昭和 58年 4月 10 日 朝刊：投書欄から）「社会人になって知る 親の苦労」
と題した、若い女性の声（投書）を読みながら学生と社会人の心構えの違いと、両親の
苦労談の一端を紹介。

■『京都産業大学報』（昭和 53年 7月 6日 第 77 号）「夏期休暇に際して」荒木俊馬総長の執筆
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今まで過ごして来た大学生活を返り見て、次の問題を真剣に考えてもらいたい、と思う
のです。
それは諸君各自で『何の目的で諸君は大学に入学したか』、換言すれば『何のために高
い授業料を払ってまで大学教育を受けるのか』という問題をです。

�一文を読みながら紹介し、私（若泉）は、『京都産業大学報』のこのメッセージを、荒
木総長（昭和 53 年 7 月 10 日逝去）のまさしく遺言であると確信しており、全く同感の
いたりです。
入学早々の学生に大学進学の意義について覚醒（自覚）させることが、大学教育で一番
大切なことといえます。

・大学の「入学」とは、ゴールではなくスタート地点に立ったのであることを十分に認識
しなければならなりません。
一人の人間にとって、一度しかない人生に悔いが残らないよう「我が人生、いかに生く
べきか」を真剣に模索することが、唯一この時期すなわち多感な大学生時代であるとい
えましょう。

■『雄飛』新入生のために（昭和 58年 4月 1日）
志学会執行委員長 小林慎一 「目標を定めて前進せよ！」新しき志学会員を迎えて
本学の建学の理念・教育理念というものが、「建学の精神」なのです。ですから、本学
に入学した今、この「建学の精神」を理解し身につけない限り、本学に入学しても、そ
れは全く意味を為さないものとなります。
「建学の精神」を理解しない限り京都産業大学で学んだということにはならないのです。

�一文を読みながら紹介し、私（若泉）は、全学学生（自治会）の代表者である、志学会
執行委員長のこのメッセージは、皆さんが学生として自覚せねばならないことを説諭し、
且つ確証をついており、大変重みのある文言と思っています。

■『京都産業大学報』新入生号（昭和 53年 4月 3日 第 74 号）

「53 年度 新入生を迎えて」 総長 荒木俊馬 〈京都産業大学創設者 1897.3.10－1978.7.10〉

私は諸君に入学式に際してパンフレット『教学の精神』を配布して置きました。諸君に
は或いは少々難しいかもしれません。そのため毎年ほとんど多くの学生諸君が、貰いっ
ぱなしで読まないようですが 4年間の在学中何回も繰り返し読んで下さい。
さすれば始めは無駄なように思われるかも知れませんが、諸君の将来の人生に末永く必
ずや役立つであろうと、私は確信するものです。
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�一文を読みながら紹介し、私（若泉）は、この『教学の精神』（建学の精神）はまさし
く私立大学（京都産業大学）の命であり源流であると確信しています。
この冊子を繰り返し熟読玩味し、自分自身のものとして体得することで、意義ある学生
生活を送って欲しいものです。

■『教学の精神』 創設者 荒木俊馬博士の肉声：第 1回入学式、開学式典、第 1回卒業式
等を収録
〈第 1回入学式告辞から 昭和 40年 4月 21 日〉

現在の一触即発ともいうべき国際的危機と不安定極まりなき国内諸情勢に直面して、祖
国日本の将来の運命を荷負うて立つ指導的若人を育成する最高教育機関としての綜合大
学を新しく創立するに非ざれば、わが国の前途は破滅の一路を辿るやも知れぬ、そうい
う私の憂国の至情が、幸いにして学会、財界、政界の多数の同憂の各位の共鳴と絶大の
御支援を得て、今日、本学の実現を見るに至ったのであります。
本学は産学協同を実践する総合大学の完成を最終目標と致しますが故に、京都産業大学
と命名しました。
今や大学は青白きインテリの立て籠もる象牙の塔であってはなりませぬ。現実の産業界
と密接な連携を保ちつつ、理論と実際との融合した教育に依って、卒業後直ちに実社会
に役立つ実力を身につけ、日本の将来の産業界を双肩に荷負うて立つ、そういう自信に
満ちた人材の育成が、本学の使命であります。

�私（若泉）は、新入生諸君にこれからの 4年間を充実したものとするため、5つの心構
えを提案したい。是非とも真摯に実行して貰いたいと願っています。
1. 目標を持つこと
2. 積極的に行動すること
3. 自主独立の精神で臨む
4. 自分の生き甲斐を持つ
5. 理想を持て 夢を持て

�若者は、現状に甘んじてはいけない、満足してはならない。
社会の変革を担うのは、いつの時代でも若者であり、若者のエネルギーに依って社会を
動かしていくのです。
今の社会を変えなくては、21 世紀の展望はあり得ないといえましょう。

�前述の 5つの提案に加えて、6の実践課題を投げかけたい。
1. せめて今日一日、テレビを消して良書に親しもう
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1 週間に 1度でもいいから、のんべんだらりと見ているテレビのスイッチを消して、読
書に集中してみよう。読書は、自ら行う主体的で能動的な“対話”であり、誰でも一人
で実行できる生涯の“学習”なのです。古今東西の古典（良書）に親しむことが大事。
そして生涯において、座右の書となり、かつ我が子に伝えることが理想です。
2. 電話の使用を止めて、ペンを執ろう
便利な電話から離れて、しっかりした手紙なり文章を書こうということです。
書くことは、読むこと以上に何倍もむずかしい。だからこそ、できるだけ正しい日本語
で自分の考えや感情を記述し、表現する精一杯の努力は、文化の本質に迫る最も基礎的
で創造的な行為といえるのです。
3. マイカーには乗らない
クルマであくせくする代わりに、心にゆとりを持ち落ち着いて考える時間を持って、有
意義に過ごすことが大事です。
クルマは移動の手段であって、遊びの道具ではなく、奢侈に流れる学生には所有を戒め
たいものです。
4. 手作りの旅をしよう
学生時代であるからこそ、知らない土地を探訪し、多くの見聞を広げるチャンスといえ
ます。
旅行代理店の既成の「パック旅行」ではなく、自らが創意工夫して色々と計画すること
が大事であり、旅をすることで想像力の創出が生まれてくるのです。
5. 恋愛をしよう
異性に関心を持つことは、若い学生ならば自然の成り行きです。健全な精神をもって好
意を相手に伝えることは簡単ではありませんが、一生懸命に努力することにより、人間
的に大きく成長するのです。
6. 日付のはいった手帳（備忘録）を持とう
その日の感動したこと、感想や大事な出来事などを簡潔に記録しておくことが大切です。
計画をもって日々を送ることが重要（手帳で自己のスケジュール管理をする）であり、
数年が経過すれば古い手帳を再度紐解き、自分の成長の過程を発見することが出来るの
です。
手帳よりも、文字量の多い「日記帳」を日々付けることが出来るならば、なお結構です。

�私（若泉）は、新入生諸君に提言したことがらを諸君が一つでも、二つでも自主的に実
践し、「我が人生、いかに生くべきか」を熟慮しながら倦まず弛まず、「悔いのない学生
生活」を送って欲しいものと心から願っています。

〈若泉 敬先生 53 歳 記録：吉村 信二〉
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京都産業大学追分寮で熱く語る 〈若泉 敬先生 54 歳 吉村 Pt. 撮影〉
講演会演題「京都産業大学生としての自覚

－大学生活を有意義に過ごすために－我が人生、いかに生くべきか」
1984（昭和 59）年 5月 23 日（水） 〈男子寮：250 人収容〉
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京都 鴨川畔 東華菜館で恒例の「クリスマス会」 〈若泉 敬先生 61 歳〉
1991（平成 3）年 12 月 9 日（月）〔純北京料理：四条大橋西詰〕
〈吉村信二 41 歳・玲子 38 歳・真由美 13 歳（中 1）・信哉 9歳（小 3）〉
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京都産業大学を去る前夜 幾星霜を追想して 〈若泉敬先生 62 歳・吉村信二 42 歳〉
京の老舗すっぽん料理「大市」（元禄年間創業）で 1992（平成４）年３月 30 日（月）
・若泉 敬先生 万感のおもいを込めて「一献歌」を詠じる
〈男の酒の 嬉しさよ 忽ち通ふ 意気と熱 人生山河 険しくも

君 盃をあげ給へ いざ吾が伴よ 先づ一献〉
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さらば京都産業大学 想い出深い学舎を背にして 〈若泉 敬先生 62 歳 吉村 Pt. 撮影〉
・1992（平成 4）年 3月 31 日（火）付で京都産業大学を依願退職
次代を担う学生のためにと願いを込めて 退職金全額を京都産業大学に寄付する
あめつち ひら とき かみがみ しず

・「天地の闢けし時ゆ 神々の鎮まりませる…」京都産業大学学歌をくちずさむ
〈学歌〉 荒木俊馬 作詞・團 伊玖磨 作曲
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「伝心の書簡」 〈若泉 敬先生 62 歳〉
1992（平成 4）年 4月 23 日（木） 消印あり
・同志に「熱き心」を伝えんとする 温容と硬骨の玉章
・文中の“ライフワーク”とは 畢生の著作『他策ナカリシヲ信ゼムト欲ス』の執筆

（21）



川魚料理「渓流荘」に遊ぶ 〈若泉 敬先生 62 歳 吉村 Pt. 撮影〉
福井県南条郡河野村奥河内 1992（平成 4）年 8月 12 日（水）
・1992（平成 4）年 3月 31 日（火）付で京都産業大学を依願退職
次代を担う学生のためにと願いを込めて 退職金全額を京都産業大学に寄付する
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川魚料理「渓流荘」に遊ぶ 〈若泉 敬先生 62 歳 吉村 Pt. 撮影〉
福井県南条郡河野村奥河内 1992（平成 4）年 8月 12 日（水）
・若泉 敬先生は緑陰 蟬時雨 川音の中で 竹酒に微酔・美酔
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川魚料理「渓流荘」に遊ぶ 〈若泉 敬先生 62 歳・吉村信二 42 歳〉
福井県南条郡河野村奥河内 1992（平成 4）年 8月 12 日（水）
・語り尽くせぬ山川草木の清談 23 年前の師弟の出会いから今日までを想起して
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伝心の書簡 〈若泉 敬先生 62 歳〉
1992（平成 4）年 8月 14 日（金） 消印あり
・川魚料理「渓流荘」での楽しい一時 〈8月 12 日（水）〉 に 熱きおもいを込めて
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「伝心のはがき」その①（オモテ） 〈若泉 敬先生 63 歳〉
1994（平成 6）年 2月 9日（水） 消印あり

（26）



「伝心のはがき」その①（ウラ）
・『他策ナカリシヲ信ゼムト欲ス』〈1994（平成 6）年５月 15 日第一刷 ㈱文藝春秋〉の公刊近い頃
・ライフワークである同書は 若泉 敬先生の「信念と覚悟、義心と無私の精神」によって描かれている
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お気に入りの作務衣で教え子と 夕暮れの街をのぞむ 〈若泉 敬先生 63 歳・吉村信二 43 歳〉
福井県鯖江市下新庄 1994（平成 6）年 3月 19 日（土）
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「伝心の書簡」 〈若泉 敬先生 63 歳〉
1993（平成 5）年 12 月 21 日（火） 消印あり
・『他策ナカリシヲ信ゼムト欲ス』〈1994（平成 6）年 5月 15 日第一刷 ㈱文藝春秋〉 の公刊近い年の暮れ
・ライフワークである同書は 若泉 敬先生の「信念と覚悟、義心と無私の精神」によって描かれている
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『他策ナカリシヲ 信ゼムト欲ス』公刊 〈若泉 敬先生 64 歳 1994（平成 6）年 5月 15 日第一刷 ㈱文藝春秋〉
・本書表題および書体は 国立国会図書館所蔵の陸奥宗光著『蹇々録草稿綴』に依る
・畢生の同書は 若泉 敬先生の「信念と覚悟、義心と無私の精神」によって描かれている
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阪神淡路大震災に思う 「伝心のはがき」その②（オモテ） 〈若泉 敬先生 64 歳〉
〈地震発生 1995（平成 7）年 1月 17 日（火）AM5 : 46〉

1995（平成 7）年 1月 22 日（日） 消印あり
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阪神淡路大震災に思う 「伝心のはがき」その②（ウラ）
・長子の吉村信哉（12 歳・小学 6年生で春からは中学生となる）へ真情を綴った

てっけつ

・赤心を以って 戦後社会の病弊を剔抉し「真贋」を問い質している

（35）



〔
若泉ご夫妻 沖縄の「白梅之塔」に鎮魂の祈り
若泉 敬先生 1930（昭和 5）年 3月 29 日生まれ・42 歳
若泉ひな 様 1930（昭和 5）年 8月 13 日生まれ・41 歳
1972（昭和 47）年 6月 23 日 〈同年 5月 15 日 沖縄復帰記念式典〉

〕

（36）



〈若泉 敬先生の手記 55 歳〉
若泉ひな 様は 福井師範学校卒 明治大学に学び福井県初の女性弁護士として
東京・福井で活躍された 〈享年 55 歳〉

（37）



「伝心の書簡」 〈若泉 敬先生 65 歳〉
1995（平成 7）年 4月 3日（月） 消印あり
・人を ふる里を 国を愛する全生涯 「不撓不屈の精神」が伝わる

（38）



若泉 敬先生ご逝去 1996（平成 8）年 7月 27 日（土）午後 2時 50 分 享年 66 歳
・「七回忌の総山墓苑」（吉村 Pt. 撮影） 福井県鯖江市下新庄 2002（平成 14）年 7月 27 日（土）
・地球儀を象った墓石「志」の左隣りに ひな 奥様の歌碑（黒御影石に自筆刻む）が寄り添っている
「生あるかぎり潑剌と 生ける精神をもって 働らきつゞけ仕事の中で 斃れる。花見れば花のうつくし 雲ぞ恋しき わが生きをりて」

（39）
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か
っ
た
と
い
う
の
も
、
残
念

な
が
ら
、
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
だ
と
い
わ
ね
ば

な
る
ま
い
。

眼
を
世
界
に
転
ず
る
と
、
国
際
環
境
は
一
段

と
厳
し
く
、
か
つ
て
筆
者
が
本
欄
で
論
じ
た
よ

う
に
（
本
年
七
月
七
日
付
）、『
日
本
丸
』
の
進

路
は
確
か
で
な
く
か
つ
そ
の
舵
取
り
は
容
易
な

こ
と
で
は
な
い
。

国
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
た
国
家
目
標
が

不
在
で
、
従
っ
て
平
和
の
た
め
の
国
家
戦
略
も

策
定
で
き
ず
、
そ
れ
を
求
め
る
本
格
的
な
問
題

提
起
す
ら
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
実
状
で
は
あ

る
ま
い
か
。

国
際
社
会
に
お
い
て
自
国
の
生
存
条
件
を
確

保
し
、
そ
こ
で
果
す
日
本
の
役
割
や
貢
献
と

い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
本
質
的
に
観
れ
ば
、

国
の
め
ざ
す
理
想
が
不
明
確
な
こ
と
が
問
題
な

の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
内
外
の
状
況
の
な
か
で
、
ど
う
し

て
若
者
が
未
来
を
生
き
る
夢
や
ロ
マ
ン
を
抱
く

こ
と
を
期
待
出
来
よ
う
か
。
こ
の
意
味
で
は
、

か
か
る
事
態
を
招
来
し
た
為
政
者
を
は
じ
め
と

し
て
日
常
性
に
埋
没
し
て
き
た
大
人
た
ち
の
責

任
は
重
い
。

敢
て
言
う
な
ら
ば
、
む
し
ろ
青
年
が
怒
り
を

発
し
、
公
憤
を
感
じ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

過
ぎ
ゆ
く
年
を
静
か
に
顧
み
て
こ
こ
に
筆
者

自
身
の
率
直
な
省
察
を
述
べ
る
と
共
に
、
新
し

い
年
を
迎
え
る
に
当
っ
て
青
年
諸
君
に
真
摯
に

訴
え
た
い
。

そ
れ
は
、
前
述
の
青
年
の
特
権
を
回
復
し
、

毅
然
と
し
た
自
我
の
確
立
を
め
ざ
し
、
若
々
し

い
情
熱
を
漲
ら
せ
な
が
ら
「
わ
が
人
生
、
如
何

に
生
く
べ
き
か
」
と
い
う
永
遠
の
テ
ー
マ
に
意

欲
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
希

い
で
あ
る
。
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若
泉
敬

―
静
か
に
国
の
将
来
を
考
え
よ
う
―

魂
を
な
く
し
た
か
、
日
本
の
繁
栄

日
刊
福
井
※

「
正
言
」
１
９
８
１
（
昭
和
５６
）
年
８
月
１５
日
（
土
曜
日
）

「（
わ
が
国
の
躍
進
と
繁
栄
を
絶
讃
し
た
上

で
）、
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
目
覚
し
い
発
展
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
の
日
本
人
は
心
理
的
に

哲
学
的
に
根
な
し
草
の
よ
う
に
さ
え
見
え
る
。

過
去
と
全
く
結
び
つ
か
ず
、
未
来
に
対
し
て
も

無
関
心
で
、
ま
る
で
現
在
に
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
い

る
み
た
い
だ
。

日
本
に
精
神
的
基
盤
が
無
い
こ
と
は
問
題
で

あ
る
。
国
民
を
団
結
さ
せ
、
国
家
目
的
を
確
立

さ
せ
る
の
に
重
要
な
働
き
を
し
た
伝
統
が
崩
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
は
第
二
次
世
界
大
戦
で
軍
事
的
に
敗
北

し
た
時
、
道
徳
的
に
も
降
伏
し
て
し
ま
っ
た
。

日
本
は
魂
を
失
っ
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
、
鉄
骨
は
天
空
に
聳
え
、
ネ
オ

ン
は
夜
空
に
輝
こ
う
と
も
、
何
か
し
ら
い
た
ま

し
い
も
の
が
あ
る
。
人
々
は
物
を
つ
く
る
の
に

あ
ま
り
に
夢
中
で
、
個
人
の
そ
し
て
国
家
の
運

命
を
考
え
る
暇
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
さ
え

疑
わ
れ
る
。」

こ
れ
は
、
一
九
六
四
年
わ
が
国
を
訪
れ
た
米

国
の
す
ぐ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
か
つ
思
想

家
で
も
あ
る
ノ
ー
マ
ン
・
カ
ズ
ン
ズ
氏
が
『
サ

タ
デ
ィ
・
レ
ビ
ュ
ー
誌
』
に
書
い
た
日
本
印
象

記
の
一
部
要
約
で
あ
る
。

近
来
夥
し
い
�
日
本
論
�
が
内
外
で
氾
濫
す

る
な
か
で
、
早
く
し
て
問
題
の
本
質
的
所
在
を

鋭
く
指
摘
し
た
彼
の
こ
の
一
文
は
、
筆
者
の
脳

裡
に
焼
き
つ
い
て
離
れ
な
い
。
果
し
て
、
わ
れ

わ
れ
は
物
質
的
繁
栄
を
謳
歌
し
な
が
ら
、
そ
の

代
償
と
し
て
魂
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。毎

年
暑
い
夏
が
や
っ
て
く
る
と
、
深
い
感
懐

が
筆
者
の
胸
中
を
よ
ぎ
る
。
恐
ら
く
同
世
代
の

人
々
に
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。
三
十

六
年
前
の
七
月
十
九
日
福
井
空
襲
の
惨
禍
に
遇

い
、
旧
盆
の
本
日
、
未
曾
有
の
敗
戦
を
迎
え
た
。

時
に
十
五
才
、
私
に
と
っ
て
そ
れ
は
、
価
値

観
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
を
含
む
怖
る
べ
き

大
衝
撃
だ
っ
た
。
当
時
は
判
断
力
も
未
熟
で
、

そ
も
そ
も
何
が
起
っ
た
の
か
、
何
故
こ
う
い
う

こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
容
易
に
納
得
は
い
か
な

か
っ
た
。

今
静
か
に
顧
る
と
、
国
の
命
運
に
拘
る
こ
の

体
験
が
私
の
さ
さ
や
か
な
人
生
を
決
定
づ
け
る

原
点
と
な
っ
た
。
全
国
主
要
都
市
が
焼
野
原
と

化
し
た
、
そ
の
一
角
に
茫
然
と
佇
み
な
が
ら
、

「
こ
ん
な
戦
争
を
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
な
ら

な
い
。
こ
れ
か
ら
日
本
は
ど
う
し
た
ら
立
ち
上

が
れ
る
の
か
、
そ
し
て
進
む
べ
き
途
は
…
。
よ

し
、
広
い
世
界
に
出
か
け
、
天
下
の
大
勢
を
見

な
が
ら
日
本
の
生
き
方
を
じ
っ
く
り
考
え
て
み

よ
う
」
と
志
を
立
て
た
。

爾
来
、
国
際
的
日
本
人
を
め
ざ
し
、
国
際
政

治
の
研
究
と
実
践
に
打
ち
込
ん
で
き
た
次
第
で

あ
る
。
こ
こ
で
、
私
的
回
想
に
ふ
れ
た
こ
と
を

お
赦
し
願
い
た
い
。

八
月
十
五
日
を
迎
え
る
こ
と
は
、
わ
が
国
に

と
っ
て
、
そ
し
て
多
く
の
日
本
人
に
と
っ
て
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
、
筆
者
個
人
に
と
っ
て
も
特

別
の
意
義
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
過
去
を
振
り
返
る
こ
と
は
、
将
来
に
つ
い

て
責
任
を
担
う
こ
と
で
あ
る
」
と
は
、
先
に
来

日
さ
れ
た
ロ
ー
マ
法
王
の
箴
言
で
あ
る
。

正
に
然
り
、
今
日
わ
れ
わ
れ
が
過
去
を
顧
る

の
は
、
単
な
る
懐
旧
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
の

日
本
に
つ
い
て
責
任
を
担
う
意
志
を
再
確
認
す

る
た
め
で
あ
る
。
仮
に
も
、
カ
ズ
ン
ズ
氏
の
観

察
通
り
、
今
の
日
本
人
が
�
現
在
の
繁
栄
に
酔

い
し
れ
て
、
国
の
運
命
を
考
え
る
暇
が
な
い
�

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
単
に
�
い
た
ま
し
い
�
こ

と
に
留
ま
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

自
ら
努
力
し
て
築
い
た
繁
栄
を
享
受
す
る
こ

と
は
、
も
ち
ろ
ん
結
構
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

を
肯
定
し
た
上
で
、
敢
て
自
問
し
た
い
。
そ
れ

だ
け
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
こ
の
ま
ま

永
続
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

更
に
は
、
人
は
パ
ン
の
み
で
は
生
き
ら
れ
な

い
以
上
、
物
質
的
繁
栄
は
所
詮
、
個
人
に
と
っ

て
も
国
家
に
と
っ
て
も
そ
れ
自
体
で
真
の
生
き

甲
斐
や
究
極
的
目
的
と
は
な
り
得
な
い
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

管
見
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
人
間
の
幸
・
不
幸

は
物
質
的
豊
か
さ
で
は
計
量
で
き
ず
、
ま
た
人

間
の
物
欲
に
は
際
限
が
な
い
。
放
置
す
れ
ば
、

消
費
万
能
思
想
、
拝
金
主
義
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の

肥
大
化
等
を
蔓
延
さ
せ
、
過
去
の
文
明
興
亡
史

が
示
す
ご
と
く
、
そ
の
社
会
を
内
部
か
ら
蝕
み

や
が
て
衰
亡
へ
と
導
く
で
あ
ろ
う
。

加
え
て
、
対
外
依
存
度
の
著
し
く
高
い
�
ひ

よ
わ
な
花
�
日
本
の
繁
栄
を
引
き
続
き
可
能
な

ら
し
め
る
国
際
的
諸
条
件
は
脆
弱
な
上
に
、
最

近
の
現
実
は
い
よ
い
よ
厳
し
い
。
世
界
の
緊
迫

し
た
情
勢
は
、
と
て
も
日
本
だ
け
太
平
楽
の
鼓

腹
撃
壌
を
許
す
よ
う
な
状
況
で
は
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
何
を
為
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
。

数
多
く
の
国
家
的
課
題
の
な
か
で
、
筆
者
は
本

欄
で
も
何
回
か
最
も
基
本
的
な
問
題
提
起
を
試

み
て
き
た
。

即
ち
、
第
一
に
、
国
民
の
英
知
と
創
造
力
を

結
集
し
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
新
世
界
秩

序
形
成
を
め
ざ
す
日
本
の
国
家
目
標
と
政
治
戦

略
を
再
構
築
す
る
こ
と
。
そ
の
こ
と
は
、�
無

関
心
�、�
根
な
し
草
�、�
道
徳
的
降
伏
�
と
訣

別
し
、
日
本
人
の
新
た
な
「
精
神
的
基
盤
」
の

確
立
を
も
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
期
待
さ
れ
て
い
る
わ
が
国
の
国
際

的
役
割
や
貢
献
に
つ
い
て
、
必
要
で
可
能
な
最

大
限
の
こ
と
を
、
た
と
え
そ
れ
が
自
己
犠
牲
を

伴
っ
て
も
実
行
す
る
こ
と
。
相
互
依
存
の
昂
ま

る
世
界
で
、
民
主
主
義
の
�
経
済
大
国
�
日
本

は
意
義
深
い
寄
与
を
な
し
得
る
一
方
、
も
し
逆

に
、
孤
立
化
し
た
ら
生
き
て
行
け
な
い
こ
と
は

明
白
で
あ
る
。

盂
蘭
盆
は
、
祖
先
の
霊
を
慰
め
そ
の
冥
福
を

祈
る
日
で
あ
る
。
同
様
に
、
こ
の
日
わ
れ
わ
れ

は
祖
先
た
ち
が
築
き
上
げ
た
伝
統
に
還
り
、
静

か
に
祖
国
の
命
運
に
念
い
を
馳
せ
、
そ
の
将
来

に
責
任
を
担
う
自
覚
を
新
た
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。

こ
の
こ
と
こ
そ
が
、
戦
争
の
尊
い
犠
牲
と

な
っ
た
す
べ
て
の
人
々
と
そ
の
遺
族
た
ち
を
偲

び
、
戦
没
者
を
追
悼
す
る
最
善
の
鎮
魂
で
は
あ

る
ま
い
か
。
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若
泉
敬

―
求
め
ら
れ
る
二
重
の
忠
誠
心
―

戦
争
と
平
和

日
刊
福
井
※

「
正
言
」
１
９
８
２
（
昭
和
５７
）
年
６
月
２６
日
（
土
曜
日
）

幸
い
に
も
日
本
は
平
和
で
あ
る
。
国
内
に
は

天
下
泰
平
ム
ー
ド
が
流
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
、

外
で
は
血
腥
い
局
地
戦
争
が
こ
の
と
こ
ろ
世
界

各
地
で
相
次
ぎ
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
が
緊
迫
し
た

重
苦
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
生
々
し
く
伝
え
る
。

こ
の
厳
し
い
国
際
情
勢
を
凝
視
し
な
が
ら
、

筆
者
が
最
近
静
か
に
考
え
た
こ
と
、
深
く
考
え

さ
せ
ら
れ
た
こ
と
を
若
干
述
べ
て
お
き
た
い
と

思
う
。

戦
争
と
平
和
―
人
間
の
五
千
年
の
歴
史
を

彩
っ
て
き
た
こ
の
原
罪
的
テ
ー
マ
は
古
く
し
て

常
に
新
し
い
。
し
か
も
戦
争
は
核
・
ミ
サ
イ
ル

兵
器
の
現
代
に
お
い
て
、
人
類
の
存
亡
に
か
か

わ
る
死
活
的
重
要
性
を
帯
び
て
き
た
。

歎
か
わ
し
い
の
は
、
戦
争
の
舞
台
と
な
っ
て

い
る
国
際
社
会
が
、
い
ま
だ
に
極
め
て
未
開
発

の
幼
稚
な
発
展
段
階
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
極

言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
�
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
法
則
�

が
支
配
す
る
弱
肉
強
食
の
世
界
で
あ
る
。

地
球
上
百
六
十
に
も
お
よ
ぶ
独
立
国
家
が
、

国
の
大
小
を
問
わ
ず
対
等
同
権
で
、�
国
家
の

主
権
は
最
高
に
し
て
絶
対
な
り
�
と
フ
ラ
ン
ス

の
学
者
ジ
ャ
ン
・
ボ
ー
ダ
ン
が
四
百
年
も
前
に

下
し
た
定
義
に
固
執
し
て
譲
ら
な
い
と
は
驚
く

べ
き
こ
と
で
あ
る
。

領
土
の
侵
犯
、
主
権
の
侵
害
、
独
立
へ
の
脅

威
は
一
瞬
に
し
て
民
族
感
情
に
火
を
つ
け
、
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
そ
の
国
民
を
熱
狂
的
に
駆
り

立
て
る
怖
る
べ
き
魔
力
を
も
つ
。

二
十
一
世
紀
を
目
睫
に
し
て
、
国
際
社
会
は

大
い
な
る
矛
盾
を
孕
み
、
世
界
史
の
危
機
的
な

一
大
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
過
去
と
未
来
、

現
実
と
理
想
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
見
ら
れ
る
こ
の
大

い
な
る
矛
盾
と
は
何
か
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
は

如
何
に
対
応
す
べ
き
か
。

人
間
の
好
奇
心
の
所
産
で
あ
る
知
識
や
技
術

は
飛
躍
的
に
�
進
歩
�
し
た
。
情
報
、
通
信
、

交
通
、
運
輸
手
段
等
の
革
命
的
な
発
展
に
よ
っ

て
、
わ
れ
わ
れ
は
現
在
、
物
理
的
に
も
心
理
的

に
も
ま
す
ま
す
小
さ
く
な
っ
た
こ
の
惑
星
上
に

住
ん
で
い
る
。

い
わ
ば
、四
十
六
億
人
が「
宇
宙
船
地
球
号
」

に
乗
組
ん
だ
一
種
の
運
命
共
同
体
と
な
り
つ
つ

あ
る
。
い
ま
や
い
か
な
る
国
も
単
独
で
孤
立
し

て
そ
の
生
存
を
完
う
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
持

ち
つ
持
た
れ
つ
の
相
互
依
存
性
は
昂
ま
る
一
方

で
あ
る
。
他
人
事
で
は
な
い
。

平
和
な
国
際
環
境
下
で
の
通
商
立
国
を
指
向

す
る
日
本
に
と
っ
て
、
自
国
の
安
全
と
繁
栄
を

確
保
す
る
た
め
に
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
に
望
ま

し
い
趨
勢
で
あ
り
、
必
要
な
基
本
条
件
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。

だ
が
問
題
は
山
積
し
て
い
る
。
際
限
な
き
軍

拡
競
争
と
核
時
代
の
安
全
保
障
、
自
然
破
壊
と

環
境
保
全
、
涸
渇
す
る
資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

人
口
爆
発
と
食
糧
欠
乏
、
構
造
的
破
綻
に
瀕
す

る
全
世
界
経
済
、
懸
隔
と
対
立
が
激
化
す
る
南

北
問
題
、
海
洋
と
宇
宙
の
開
発
と
争
奪
、
宗
教

的
対
立
と
人
種
感
情
等
々
、
こ
れ
ら
は
ど
れ
一

つ
と
っ
て
み
て
も
、
一
国
で
取
組
む
に
は
あ
ま

り
に
巨
大
な
挑
戦
で
あ
り
か
つ
複
雑
深
淵
な
る

課
題
で
あ
る
。

こ
の
歴
史
的
挑
戦
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め

に
、
今
日
、
新
し
い
哲
学
が
、
秩
序
原
理
が
、

そ
し
て
世
界
観
の
創
造
が
切
実
に
希
求
さ
れ
て

い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で
の
真
の
国
際
協

力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
し
て
、
さ
ま
よ
う
亡
霊
と
も
称
す
べ
き
国

家
主
権
の
絶
対
性
を
超
克
す
る
「
新
し
い
世
界

秩
序
」
が
真
剣
に
模
索
さ
れ
、
速
か
に
劃
期
的

な
前
進
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
未

来
へ
の
展
望
は
決
し
て
拓
か
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

世
界
の
す
ぐ
れ
た
思
想
家
や
指
導
者
は
、
夙
に

こ
の
こ
と
を
洞
察
し
認
識
し
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
面
す
る
大
矛
盾
は
克

服
さ
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
拡
大
し
か

え
っ
て
深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
の
が
実
態
で
は
あ

る
ま
い
か
。
現
在
、
国
連
特
別
総
会
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
軍
縮
問
題
の
一
つ
を
観
て
も
、

悲
劇
的
な
歴
史
の
経
緯
が
こ
の
こ
と
を
立
証
し

て
い
る
。

人
類
の
未
来
を
、
こ
う
し
た
状
況
が
続
く
限

り
、
バ
ラ
色
に
描
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
一

人
筆
者
の
み
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
想
起
す
る
の
は
、
い
ま
は
亡
き
英
国

の
文
明
史
家
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ト
イ
ン
ビ
ー
博
士

の
予
言
で
あ
る
。
晩
年
の
一
九
六
〇
年
代
、
筆

者
は
し
ば
し
ば
博
士
の
謦
咳
に
接
し
た
。

よ
く
今
世
紀
最
高
の
歴
史
家
と
い
わ
れ
る
ト

イ
ン
ビ
ー
博
士
は
、
二
十
一
世
紀
初
頭
に
人
類

が
直
面
す
る
で
あ
ろ
う
二
つ
の
選
択
肢
と
し
て
、

一
つ
は
核
戦
争
に
よ
っ
て
自
ら
を
滅
亡
さ
せ
る

可
能
性
、
他
の
一
つ
は
、
よ
り
小
さ
い
悪
と
し

て
人
類
が
�
世
界
的
独
裁
制
�
に
屈
服
す
る
こ

と
で
あ
る
と
予
測
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
二
つ
と
も
断
じ
て
望
ま
し
い
も

の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
博
士
は
、
最
善
を

尽
し
て
�
第
三
の
道
�
を
探
求
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
真
摯
に
訴
え
ら
れ
た
。

そ
の
方
向
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
、
博

士
の
次
の
言
葉
は
い
ま
も
っ
て
筆
者
に
は
極
め

て
印
象
的
で
、
脳
裡
に
鮮
烈
で
あ
る
。

「
今
日
、
全
世
界
の
す
べ
て
の
人
々
に
二
重

の
忠
誠
心
（dualloyalty

）
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

第
一
は
、
自
分
が
生
れ
育
っ
た
祖
国
へ
の
自

然
な
忠
誠
心
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
人
類
全
体

の
生
き
残
り
、
安
全
、
福
祉
の
た
め
の
理
想
的

な
忠
誠
心
で
す
。

前
者
は
多
分
に
感
情
的
で
あ
る
た
め
に
、
偏

狭
で
盲
目
的
な
愛
国
心
に
陥
ら
な
い
よ
う
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
意
図
的
に

開
発
す
べ
き
後
者
と
の
適
切
な
調
和
と
両
立
を

図
る
こ
と
に
、
英
知
と
想
像
力
を
傾
注
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

根
源
的
に
は
、
人
間
の
自
己
中
心
性
を
克
服

す
る
精
神
革
命
が
必
要
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
心

配
な
の
は
、
残
さ
れ
た
時
間
が
も
う
余
り
多
く

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。」
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※
現
『
日
刊
県
民
福
井
』

京
都
産
業
大
学
教
授

若
泉
敬

―
小
林
秀
雄
氏
を
偲
ん
で
―

真
贋
を
見
抜
く
眼
光

日
刊
福
井
※

「
正
言
」
１
９
８
３
（
昭
和
５８
）
年
５
月
１４
日
（
土
曜
日
）

ド
イ
ツ
で
戦
後
三
十
八
年
振
り
に
�
発
掘
�

さ
れ
た
と
い
う
『
ヒ
ト
ラ
ー
の
日
記
』（
六
十

二
冊
）
が
、
果
し
て
本
物
な
の
か
偽
物
か
、
先

般
来
世
界
の
歴
史
家
や
専
門
家
の
間
で
派
手
な

真
贋
論
争
が
捲
き
起
っ
て
い
た
。

西
独
の
政
府
当
局
が
偽
造
と
の
鑑
定
を
下
し

て
結
着
が
つ
い
た
か
に
み
え
る
が
、
ま
だ
多
く

の
謎
が
残
っ
て
い
る
。
仮
に
も
本
物
だ
っ
た
と

す
れ
ば
、
そ
の
史
料
的
意
味
や
社
会
的
影
響
が

小
さ
く
な
い
だ
け
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
な
興
味
本
位
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
問
題
で
あ

る
。こ

の
�
事
件
�
か
ら
、
筆
者
が
改
め
て
想
い

を
致
し
た
の
は
、
今
年
三
月
一
日
に
逝
去
さ
れ

た
小
林
秀
雄
氏
の
こ
と
だ
っ
た
。

そ
れ
は
何
故
か
。
本
物
を
命
懸
け
で
求
め
て

や
ま
な
か
っ
た
氏
の
凄
ま
じ
い
�
生
き
ざ
ま
�

に
、
私
自
身
が
切
実
な
印
象
を
受
け
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

こ
の
昭
和
を
貫
く
思
想
界
の
巨
人
を
悼
ん
で
、

新
聞
雑
誌
等
で
は
�
文
学
の
神
様
�
と
か
�
批

評
の
教
祖
�
な
ど
と
大
き
く
扱
わ
れ
、
既
に
語

り
尽
く
さ
れ
て
い
る
感
す
ら
あ
る
。
に
も
拘
ら

ず
、
敢
て
こ
こ
で
筆
者
の
邂
逅
を
述
べ
て
み
た

い
。今

日
出
海
氏
（
作
家
、
初
代
文
化
庁
長
官
）

か
ら
あ
る
機
会
に
小
林
秀
雄
氏
を
紹
介
さ
れ
た

の
は
十
数
年
前
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら

パ
ー
テ
ィ
な
ど
で
何
回
か
顔
を
合
わ
せ
挨
拶
す

る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
凡
そ
文
学
や
芸
術
に
疎

い
筆
者
が
特
に
親
し
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
な

か
っ
た
。
告
白
す
る
と
、
当
時
の
私
は
氏
の
不

朽
の
業
績
に
つ
い
て
何
一
つ
知
ら
な
か
っ
た
と

言
っ
て
も
よ
い
。

と
こ
ろ
が
、
思
い
が
け
な
い
こ
と
が
起
っ
た
。

創
立
間
も
な
い
「
日
本
文
化
会
議
」
の
理
事
会

が
東
京
新
橋
の
第
一
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
終
っ

た
の
が
午
後
六
時
頃
、
そ
の
時
小
林
氏
が
片
隅

の
私
の
方
に
歩
み
寄
ら
れ
そ
の
晩
の
夕
食
に
と

誘
わ
れ
た
。
昭
和
四
十
三
年
七
月
五
日
の
こ
と

で
あ
る
。
列
席
の
田
中
美
知
太
郎
、
林
健
太
郎
、

福
田
恆
存
、
三
島
由
紀
夫
氏
ら
錚
々
た
る
お

歴
々
十
余
名
の
中
で
、
何
故
私
一
人
に
声
を
掛

け
て
下
さ
っ
た
の
か
、
今
も
っ
て
よ
く
判
ら
な

い
。案

内
さ
れ
た
の
は
銀
座
の
小
さ
な
寿
司
屋

「
き
よ
田
」
で
、
氏
の
贔
屓
の
店
ら
し
い
。
カ

ウ
ン
タ
ー
に
並
ん
で
座
り
、
氏
は
最
初
の
う
ち

黙
々
と
独
酌
、
や
や
酒
が
廻
る
に
つ
れ
て
ぽ
つ

ぽ
つ
話
が
始
ま
っ
た
。
ま
ず
食
べ
物
の
こ
と
。

私
の
方
は
特
に
話
題
も
な
く
、
聞
き
役
だ
っ
た
。

「
君
、
旨
い
か
ね
」
と
言
わ
れ
、「
は
い
」
と

返
事
を
し
た
ら
、「
こ
こ
の
親
爺
は
な
ぁ
、�
も

う
今
の
時
代
は
駄
目
だ
、
こ
ん
な
い
い
加
減
な

種
で
本
物
の
鮨
が
握
れ
る
か
�
と
怒
っ
て
隠
居

し
ち
ま
っ
た
。だ
か
ら
い
ま
、こ
の
息
子
が
や
っ

て
る
ん
だ
」
と
眼
前
の
若
主
人
を
紹
介
さ
れ
た
。

そ
れ
か
ら
氏
は
、
次
第
に
滑
ら
か
な
口
調
で
、

今
は
少
な
い
が
昔
は
本
物
が
あ
っ
た
と
い
う
話

を
し
た
。
鮨
に
限
ら
ず
、
鰻
な
ら
ど
こ
、
天
麩

羅
な
ら
あ
そ
こ
、
鮎
は
、
蕎
麦
は
、
と
具
体
的

に
店
の
特
色
や
板
前
の
気
質
に
及
び
、「
偽
物

は
、
わ
た
し
の
舌
を
決
し
て
誤
魔
化
せ
な
い

よ
」
と
き
っ
ぱ
り
言
い
切
っ
た
。

「
い
や
、
喰
い
物
や
酒
だ
け
で
な
い
。
何
で

も
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
。
こ
れ
だ
け
偽
物
が
多
く

な
っ
ち
ゃ
、
嫌
な
世
の
中
だ
よ
」
と
氏
は
不
機

嫌
な
横
顔
だ
っ
た
。（「
ニ
セ
物
は
減
ら
な
い
。

ホ
ン
物
は
減
る
一
方
だ
か
ら
、
ニ
セ
物
は
増
え

る
一
方
と
い
う
勘
定
に
な
る
」
と
、
小
林
氏
は

昭
和
二
十
六
年
執
筆
の
エ
ッ
セ
イ
『
真
贋
』
で

述
べ
て
い
る
。）

話
が
弾
ん
だ
。
こ
ち
ら
が
い
い
気
持
に
な
っ

て
盃
を
重
ね
て
い
る
と
、
突
然
、「
君
」
と
隣

の
私
を
見
据
え
て
、「
君
は
ま
だ
若
い
、
こ
れ

か
ら
は
本
物
を
相
手
に
し
給
え
。
い
い
か
、
本

物
だ
け
だ
。」
と
、
凜
と
し
た
声
だ
っ
た
。

ハ
ッ
と
し
た
そ
の
瞬
間
、
氏
の
眼
光
に
は
不

可
思
議
な
る
力
が
あ
っ
た
。
す
べ
て
を
見
透
か

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
怖
か
っ
た
が
、
そ
の
背
後

に
あ
る
情
を
、
同
時
に
私
は
感
得
し
た
。

こ
の
一
言
が
耳
朶
を
打
っ
た
。
爾
来
、
氏
へ

の
感
謝
の
念
と
共
に
私
の
脳
髄
に
焼
き
付
い
て

い
る
。

つ
い
先
日
、
桜
も
散
っ
た
京
都
で
、
六
十
有

余
年
の
心
友
を
喪
っ
て
沈
痛
の
今
日
出
海
氏
と

お
会
い
し
、
一
夕
追
憶
談
を
伺
っ
て
尽
き
る
と

こ
ろ
が
な
か
っ
た
。

「
小
林
は
、
徹
底
的
に
自
分
の
言
葉
だ
け
で

思
索
す
る
こ
と
の
出
来
た
稀
有
の
人
だ
っ
た
。

そ
の
全
生
涯
を
、
自
分
の
眼
だ
け
で
見
て
、
見

て
、
見
抜
き
、
自
分
の
頭
と
心
だ
け
で
考
え
て
、

考
え
て
、
考
え
抜
い
て
生
き
た
男
だ
。
だ
か
ら

君
、
何
事
で
も
真
贋
が
見
抜
け
た
ん
だ
ょ
」
と

し
み
じ
み
語
ら
れ
た
。
私
は
得
心
し
た
。

冒
頭
で
触
れ
た
『
ヒ
ト
ラ
ー
の
日
記
』
な
る

も
の
の
信
憑
性
な
ど
よ
り
、
そ
も
そ
も
肝
腎
の

ヒ
ト
ラ
ー
と
は
一
体
何
者
だ
っ
た
の
か
。
昭
和

三
十
五
年
に
『
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
と
悪
魔
』
と
題
す

る
論
稿
を
発
表
し
た
小
林
秀
雄
氏
は
、
そ
の
中

で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
、
首
相
と
し
て
政
権
を
握

る
ま
で
、
世
界
一
の
暴
力
団
を
従
え
た
煽
動
政

治
家
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
…
…
彼
の
人
生
観
は

要
約
す
る
事
は
要
ら
な
い
。
要
約
不
可
能
な
ほ

ど
簡
単
な
の
が
そ
の
特
色
だ
か
ら
だ
。

人
性
の
根
本
は
獣
性
に
あ
り
、
人
生
の
根
本

は
闘
争
に
あ
る
。
こ
れ
は
議
論
で
は
な
い
。
事

実
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
だ
。

簡
単
だ
か
ら
と
言
っ
て
軽
視
出
来
な
い
。
現

代
の
教
養
人
達
も
亦
事
実
だ
け
を
重
ん
じ
て
い

る
の
だ
。
独
裁
性
に
つ
い
て
神
経
過
敏
に
な
っ

て
い
る
彼
等
に
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
に
対
抗
出
来
る

よ
う
な
確
乎
と
し
た
人
生
観
が
あ
る
か
ど
う
か
、

獣
性
と
は
全
く
何
の
関
係
も
な
い
精
神
性
が
厳

と
し
て
実
在
す
る
と
い
う
哲
学
が
あ
る
か
ど
う

か
は
甚
だ
疑
わ
し
い
か
ら
で
あ
る
。
ヒ
ッ
ト

ラ
ー
が
、
そ
の
高
等
戦
術
で
、
利
用
し
成
功
し

た
の
も
、
ま
さ
に
政
治
的
教
養
人
達
の
、
こ
の

種
の
疑
わ
し
い
性
質
で
あ
っ
た
。」

ド
イ
ツ
に
ナ
チ
ス
第
三
帝
国
が
成
立
し
て
五

十
年
目
に
あ
た
る
今
年
、
小
林
氏
の
こ
の
洞
察

と
警
告
を
わ
れ
わ
れ
は
如
何
に
受
け
留
め
る
べ

き
か
、
い
ま
こ
そ
自
ら
の
頭
で
考
究
し
て
み
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
、
偽
物
が
横
行
す
る
末
世
に
あ
っ
て
、

真
贋
を
見
抜
く
自
ら
の
眼
力
を
養
う
た
め
も
っ

と
真
剣
に
な
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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京
都
産
業
大
学
教
授

若
泉
敬

―
故
ハ
ー
マ
ン
・
カ
ー
ン
氏
の
予
言
に
想
う
―

二
十
一
世
紀
の
日
本

日
刊
福
井
※

「
正
言
」
１
９
８
３
（
昭
和
５８
）
年
７
月
３０
日
（
土
曜
日
）

「
二
十
一
世
紀
は
日
本
の
世
紀
」、
い
や
、
よ

り
正
確
に
は
「
そ
う
な
っ
て
も
驚
か
な
い
」
と

二
十
年
以
上
も
前
に
予
言
し
て
日
本
人
を
驚
か

せ
か
つ
勇
気
づ
け
た
米
国
の
未
来
学
者
ハ
ー
マ

ン
・
カ
ー
ン
氏
（
六
十
一
歳
）
が
、
今
月
七
日
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
自
宅
で
急
逝
し
た
。
今
春

も
、「
こ
の
次
日
本
に
行
っ
た
ら
是
非
会
い
た

い
」
と
の
手
紙
を
貰
っ
て
い
た
だ
け
に
、
こ
の

悲
報
は
筆
者
に
と
っ
て
衝
撃
だ
っ
た
。
そ
の
直

後
来
日
し
た
ヘ
イ
グ
前
国
務
長
官
（
就
任
後

カ
ー
ン
氏
の
主
宰
す
る
ハ
ド
ソ
ン
研
究
所
へ
迎

え
ら
れ
た
）
も
、
彼
の
ユ
ニ
ー
ク
な
業
績
と
貢

献
を
愛
惜
の
情
を
こ
め
て
私
に
語
っ
た
。

彼
は
文
字
通
り
の
巨
人
だ
っ
た
。
一
四
〇
㌔

近
い
巨
躯
、
人
懐
っ
こ
い
大
き
な
丸
顔
を
包
み

こ
む
白
髯
、
疲
れ
を
知
ら
ぬ
多
彩
な
活
躍
、
機

関
銃
の
よ
う
に
早
口
で
ま
く
し
た
て
る
講
演
、

そ
の
強
烈
な
印
象
は
ま
ず
一
度
会
っ
た
ら
忘
れ

ら
れ
な
い
。
日
本
で
は
、�
大
男
、
総
身
に
知

恵
が
回
り
か
ね
�
な
ど
と
言
う
が
、
カ
ー
ン
氏

の
場
合
は
全
身
が
い
わ
ば
知
恵
の
塊
で
、
古
今

東
西
の
該
博
な
歴
史
の
知
識
と
洞
察
力
を
駆
使

し
、
自
ら
開
発
し
た
独
得
の
シ
ナ
リ
オ
分
析
法

に
加
え
て
、
何
も
の
に
も
囚
わ
れ
な
い
自
由
奔

放
な
発
想
か
ら
人
類
の
未
来
と
世
界
の
展
望
を

予
言
し
続
け
た
。

そ
れ
は
一
貫
し
て
、
強
気
の
積
極
論
で
あ
り
、

希
望
を
与
え
る
楽
観
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
っ
た

と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
点
で
記
憶
に
新

し
い
の
は
、
一
九
七
〇
年
代
前
半
、『
ロ
ー
マ
・

ク
ラ
ブ
』
に
代
表
さ
れ
る
�
終
末
論
�
的
悲
観

主
義
が
流
行
し
た
当
時
、
彼
は
「
世
界
に
は
資

源
は
十
分
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
よ
り
も
っ
と
重

要
な
こ
と
は
、
現
在
よ
り
も
多
い
人
口
と
、
現

在
よ
り
高
い
所
得
の
人
々
を
養
う
の
に
十
分
な

だ
け
の
資
源
が
こ
れ
か
ら
発
見
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
」
と
断
言
し
て
憚
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

一
九
六
〇
年
、
カ
ー
ン
氏
は
米
ソ
間
の
原
水

爆
戦
争
の
可
能
性
を
論
じ
、
そ
れ
が
�
文
明
の

終
焉
�
や
�
相
互
自
殺
�
に
な
ら
な
い
と
主
張

し
た
大
著
『
熱
核
戦
争
論
』
を
公
刊
し
て
、
米

国
内
外
に
大
き
な
波
紋
を
捲
き
起
し
た
。�
核

戦
争
は
正
気
で
は
考
え
ら
れ
な
い
�と
か
、�
そ

の
よ
う
な
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
自
体
が
悪
徳

だ
�
と
い
っ
た
激
し
い
非
難
も
浴
び
せ
ら
れ
た
。

そ
れ
に
対
し
彼
は
、「
考
え
る
こ
と
が
何
故
い

け
な
い
」
と
開
き
直
っ
て
、『
考
え
ら
れ
な
い

こ
と
を
考
え
る
』（
一
九
六
八
年
）
と
い
う
挑

発
的
な
タ
イ
ト
ル
の
理
性
的
著
述
を
公
に
し
た
。

そ
れ
に
序
文
を
寄
せ
た
フ
ラ
ン
ス
の
知
性
、

レ
イ
モ
ン
・
ア
ロ
ン
氏
は
「
戦
争
研
究
は
、
た

と
え
ど
ん
な
に
好
ま
し
く
な
く
、
残
酷
不
気
味

で
あ
っ
て
も
、
ど
の
よ
う
な
熱
核
戦
争
が
起
こ

り
そ
う
か
と
か
、
い
ろ
ん
な
攻
撃
を
仮
想
し
た

場
合
、
物
的
損
害
や
人
的
被
害
が
ど
れ
だ
け
に

な
る
か
、
な
ど
に
つ
い
て
研
究
を
す
す
め
る
必

要
が
あ
る
」
と
喝
破
し
た
。

確
か
に
、
カ
ー
ン
氏
は
通
常
の
人
が
�
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
�
を
、
あ
ら
ゆ
る
観
点
や
次
元

か
ら
考
究
し
た
思
想
家
で
あ
っ
た
。
時
に
は
一

見
奇
想
天
外
な
発
言
も
あ
っ
た
が
、「
そ
れ
が

起
る
前
に
、
歴
史
と
取
り
組
む
べ
き
だ
」
と
い

う
の
が
口
癖
で
、
使
命
感
を
秘
め
た
彼
の
信
条

で
あ
っ
た
。
人
柄
も
天
衣
無
縫
で
、
こ
の
天
才

的
頭
脳
の
前
に
は
何
の
タ
ブ
ー
（
禁
句
）
も
な

か
っ
た
。
毀
誉
褒
貶
を
全
く
意
に
介
さ
ず
、
彼

は
い
つ
も
全
米
を
、
全
世
界
を
駆
け
巡
り
、
各

界
の
指
導
者
と
討
論
し
、
貪
欲
な
好
奇
心
を

も
っ
て
歩
き
な
が
ら
考
え
、
考
え
な
が
ら
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
行
動
し
た
。�
閃
き
�
が
現
実

と
結
び
つ
く
と
き
、
具
体
的
な
政
策
提
言
と
な

り
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
以
来
レ
ー
ガ
ン
大
統
領

に
至
る
ま
で
、
歴
代
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
で
彼

の
献
策
に
直
接
耳
を
傾
け
な
か
っ
た
人
は
一
人

も
居
な
い
と
言
わ
れ
る
。

カ
ー
ン
氏
に
は
多
く
の
著
書
が
あ
る
。
日
本

に
つ
い
て
は
、
一
九
七
〇
年
出
版
の
『
超
大
国

日
本
の
挑
戦
』（
英
文
原
題
は
「
勃
興
す
る
超

大
国
日
本
―
挑
戦
と
対
応
」）
と
、
一
九
七
八

年
の
『
そ
れ
で
も
日
本
は
成
長
す
る
』（「
日
本

の
挑
戦
―
経
済
的
成
功
の
成
功
と
失
敗
」）
の

二
冊
が
あ
る
。
い
ま
改
め
て
通
読
し
て
み
て
、

鋭
い
問
題
点
の
指
摘
と
意
義
深
い
示
唆
は
今
日

な
お
有
効
性
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

勿
論
、
彼
の
予
言
で
外
れ
て
い
る
の
も
あ
る

し
、
納
得
が
行
か
ぬ
と
こ
ろ
も
あ
る
。
一
時
論

議
を
醸
し
た
�
日
本
核
武
装
論
�
が
、
そ
の
一

例
で
あ
る
。
彼
は
、
一
九
六
四
年
、
あ
る
国
際

会
議
の
席
上
で
「
日
本
は
一
九
七
五
年
頃
に
は
、

世
界
第
六
番
目
の
核
武
装
国
に
な
る
で
あ
ろ

う
」
と
の
客
観
的
予
測
な
る
も
の
を
公
言
し
、

同
席
し
た
私
と
大
い
に
論
争
し
た
こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
彼
は
、「
こ
の
予
言
の
正
し
さ
に
確

信
が
も
て
な
い
ば
か
り
か
、
予
言
が
誤
っ
た
も

の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
さ
え
思
っ
て
い
る
」

（『
超
大
国
日
本
の
挑
戦
』）
と
断
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
後
こ
の
予
言
を
修
正
し
た
。

一
九
六
〇
年
代
か
ら
毎
年
何
回
か
来
日
し
、

日
本
人
の
将
来
性
を
高
く
評
価
し
た
カ
ー
ン
氏

だ
が
、
彼
の
基
本
的
日
本
観
と
な
る
と
、
日
本

が
欧
米
に
追
い
つ
く
と
い
う
過
去
一
世
紀
間
の

国
家
目
標
を
ほ
ぼ
達
成
し
て
し
ま
っ
た
現
在
、

「
追
求
す
べ
き
モ
デ
ル
が
な
く
な
り
、
日
本
自

身
が
つ
く
り
上
げ
た
独
自
の
海
図
も
な
く
、
日

本
丸
は
、
経
済
的
な
面
の
み
な
ら
ず
、
社
会
的
、

政
治
的
、
文
化
的
な
面
で
も
、
目
標
を
見
失
っ

て
漂
流
し
続
け
て
い
る
」（『
そ
れ
で
も
日
本
は

成
長
す
る
』）
と
厳
し
く
核
心
を
衝
い
て
い
た
。

彼
が
強
く
期
待
し
た
二
十
一
世
紀
の
日
本
の

未
来
像
は
、「
技
術
と
自
然
美
が
結
婚
し
た
脱

工
業
化
社
会
」
と
し
て
、
全
世
界
に
対
し
よ
き

モ
デ
ル
を
日
本
自
ら
が
提
示
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
こ
に
至
る
過
渡
期
の
問
題
点
と
し
て
は
、

「
日
本
は
今
や
経
済
大
国
と
し
て
、
そ
れ
に
相

応
し
い
行
動
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。今
後
は�
広

義
の
国
益
�
を
追
及
す
る
必
要
が
あ
り
、
ビ
ジ

ネ
ス
の
相
手
か
ら
最
後
の
一
滴
ま
で
絞
り
取
ろ

う
と
し
て
は
な
る
ま
い
」
と
警
告
し
た
。

ま
た
世
界
の
中
で
日
本
が
そ
の
経
済
的
、
政

治
的
役
割
を
果
た
せ
る
か
ど
う
か
は
、
強
い
ア

メ
リ
カ
が
存
在
し
続
け
日
米
が
相
互
連
帯
で
真

に
協
力
し
合
え
る
か
ど
う
か
に
依
存
し
て
い
る
、

と
の
確
信
を
力
説
し
て
き
た
。

二
十
一
世
紀
が
日
本
に
と
っ
て
、
カ
ー
ン
氏

の
予
言
し
た
如
く
「
希
望
に
満
ち
た
世
紀
に
な

る
か
否
か
、
そ
れ
は
多
分
に
、
わ
れ
わ
れ
日
本

人
自
身
が
�
漂
流
�
を
止
め
て
、
世
界
の
新
し

い
秩
序
原
理
を
構
想
し
、
そ
の
な
か
で
独
自
の

ビ
ジ
ョ
ン＝

国
家
目
標
を
生
み
出
せ
る
か
ど
う

か
に
か
か
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
固
定
観
念
や
禁
忌
を
排
し
、

未
来
に
開
か
れ
た
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
に
つ
い
て
、

�
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
�
を
も
敢
て
考
え
る
知

的
勇
気
と
雄
渾
な
夢
が
必
要
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
れ
が
、
四
半
世
紀
に
わ
た
る
親
交
を
偲
び
、

カ
ー
ン
氏
の
冥
福
を
祈
り
つ
つ
、
い
ま
筆
者
の

胸
を
よ
ぎ
る
想
い
で
あ
る
。

（44）



※
現
『
日
刊
県
民
福
井
』

京
都
産
業
大
学
教
授

若
泉
敬

―
故
今
日
出
海
氏
の
提
案
―

心
の
安
保
条
約
を
結
ぼ
う

日
刊
福
井
※

「
正
言
」
１
９
８
４
（
昭
和
５９
）
年
８
月
１８
日
（
土
曜
日
）

会
談
の
相
手
は
ヘ
ン
リ
ー
・
キ
ッ
シ
ン

ジ
ャ
ー
博
士
、
場
所
は
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
（
米

国
大
統
領
官
邸
）、
日
時
は
一
九
七
二
年
（
昭

和
四
十
七
年
）
十
一
月
十
五
日
午
後
零
時
半
、

初
対
面
の
今
日
出
海
氏
は
挨
拶
を
済
ま
す
と
氏

独
得
の
人
懐
こ
い
打
ち
解
け
た
調
子
で
語
り
か

け
た
。

「
ど
う
で
す
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
さ
ん
。
こ

の
際
ひ
と
つ
、
わ
れ
わ
れ
日
米
両
国
民
の
間
で

�
心
の
安
保
条
約
�
を
結
ぼ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
僕
は
、
こ
れ
を
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
に
提

案
し
た
い
ん
で
す
。
そ
れ
に
は
、
大
統
領
の
右

腕
の
あ
な
た
に
ま
ず
賛
成
し
て
貰
わ
な
い

と
…
…
」

そ
の
頃
既
に
国
際
政
治
の
立
役
者
と
し
て
世

界
的
に
注
目
を
浴
び
て
い
た
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー

補
佐
官
（
後
の
国
務
長
官
）
も
、
そ
の
真
意
を

計
り
兼
ね
て
か
瞬
時
や
や
途
惑
い
の
表
情
を
覘

か
せ
た
。

通
訳
の
労
を
と
っ
た
の
は
、
当
時
在
米
日
本

大
使
館
に
勤
務
し
て
い
た
畏
友
岡
崎
久
彦
氏

（
現
外
務
省
情
報
調
査
局
長
）。

今
氏
の
含
蓄
を
ど
う
英
語
で
表
現
し
た
か
筆

者
の
記
憶
は
定
か
で
な
い
が
、
直
観
が
鋭
く
頭

脳
明
晰
で
廻
転
の
速
い
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
氏
の

こ
と
、
打
て
ば
響
く
よ
う
な
反
応
だ
っ
た
。

「
大
賛
成
で
す
。
心
が
通
い
合
っ
た
安
全
保

障
条
約
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
価
値
も
な
け
れ

ば
永
続
も
し
ま
せ
ん
。
確
か
に
わ
れ
わ
れ
は
盟

邦
と
し
て
共
通
の
理
想
と
利
害
関
係
を
も
っ
て

い
ま
す
が
、
同
時
に
日
米
間
に
は
歴
史
や
伝
統
、

そ
し
て
文
化
や
思
考
様
式
に
お
い
て
大
き
な
違

い
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
、
今
年
の
六
月
に
私
は
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
入
り
を
し
て
初
め
て
日
本
を
訪
問
し
、

改
め
て
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
度
あ

な
た
が
始
め
ら
れ
た
お
仕
事
は
、
そ
の
意
味
で

極
め
て
重
要
で
す
。

い
ま
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ト
（
山
荘
の
公

邸
）
に
籠
っ
て
い
る
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
に
、
貴

提
案
を
伝
え
ま
す
。
大
統
領
も
共
鳴
す
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
こ
の
次
お
出
に
な
っ
た
ら
、
直

接
お
会
い
に
な
り
、
そ
の
具
体
化
に
つ
い
て
お

話
に
な
っ
て
下
さ
い
。」

今
日
出
海
氏
な
ら
で
は
の
『
提
案
』
だ
っ
た
、

と
い
ま
で
も
私
は
考
え
て
い
る
。
初
代
の
文
化

庁
長
官
を
勤
め
た
後
、
一
九
七
二
年
秋
発
足
し

た
ば
か
り
の
国
際
交
流
基
金
の
理
事
長
就
任
を

懇
請
さ
れ
た
今
氏
は
、
ま
ず
日
米
間
に
血
の

通
っ
た
文
化
交
流
を
図
ろ
う
と
自
ら
渡
米
し
た

の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
基
金
の
運
営
審
議
会
委
員
と
し
て

そ
の
お
伴
を
し
た
。
こ
の
会
見
の
後
で
、
今
氏

は
私
に
対
し
所
信
を
吐
露
さ
れ
た
。「
君
、�
条

約
は
破
ら
れ
る
た
め
に
あ
る
�
と
言
っ
た
の
は

レ
ー
ニ
ン
だ
っ
た
か
ね
。
ド
ゴ
ー
ル
は
�
フ
ラ

ン
ス
が
破
滅
に
曝
さ
れ
た
時
、
同
盟
国
ア
メ
リ

カ
が
わ
れ
わ
れ
の
た
め
自
ら
の
死
を
賭
し
て
侵

略
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
と
い
う
保
証
は
何
も
な

い
�
と
断
言
し
て
い
た
ょ
。

い
ざ
と
い
う
時
に
、
肝
腎
な
の
は
相
互
の
信

頼
関
係
だ
。
心
の
絆
で
が
っ
ち
り
結
ば
れ
て
い

れ
ば
、
一
片
の
紙
切（
条
約
）な
ん
か
ど
う
だ
っ

て
い
い
ん
だ
と
思
う
が
、
ど
う
か
ね
。」

「
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
も
と
も
と
ド
イ
ツ
人

だ
し
、
ビ
ス
マ
ル
ク
流
の
権
謀
術
数
で
国
際
政

治
の
舞
台
廻
わ
し
を
し
て
い
る
の
か
と
思
っ
て

い
た
が
、
文
化
の
こ
と
も
解
る
ん
だ
ね
。
見
直

し
た
ょ
。
却
々
の
人
物
、
こ
れ
か
ら
日
本
も
大

事
に
し
て
付
合
う
べ
き
人
だ
な
ぁ
」
と
の
感
想

だ
っ
た
。
事
実
、
今
氏
は
帰
国
す
る
と
、
時
の

総
理
や
外
務
大
臣
に
篤
と
そ
の
話
を
さ
れ
た
。

文
化
と
は
、
心
の
ゆ
と
り
と
潤
い
だ
。
文
化

や
教
育
に
は
、
そ
し
て
国
際
交
流
に
は
時
間
と

金
を
惜
し
む
な
、
と
い
う
の
が
晩
年
の
今
氏
の

持
論
だ
っ
た
。

「
一
見
無
駄
な
よ
う
な
長
期
投
資
こ
そ
が
必

要
で
大
事
な
ん
だ
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
が
目
先
だ

け
の
当
世
政
治
家
や
役
人
共
に
は
さ
っ
ぱ
り
解

ら
ん
か
ら
な
あ
」
と
憤
嘆
頻
り
だ
っ
た
。

想
え
ば
、
国
際
交
流
基
金
が
こ
の
種
の
唯
一

の
公
的
機
関
と
し
て
初
め
て
わ
が
国
で
発
足
し

た
時
、
政
府
の
出
資
金
は
五
十
億
円
、
東
京
虎

の
門
に
近
い
雑
居
ビ
ル
の
二
階
に
仮
事
務
所
を

設
け
て
の
侘
し
い
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

そ
し
て
十
二
年
後
の
昨
年
度
現
在
、
民
間
の

拠
金
は
皆
無
に
等
し
く
、
政
府
出
資
金
は
総
額

五
百
億
円
に
満
た
ず
、
事
業
費
は
そ
の
運
用
益

に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
の
が
寒
心
に
堪
え
な

い
実
状
で
あ
る
。

今
氏
は
「
一
介
の
文
士
」
と
自
称
し
て
い
た

が
、
作
家
で
あ
り
、
同
時
に
評
論
、
翻
訳
、
演

出
、
音
楽
、
美
術
、
映
画
等
実
に
多
芸
多
才
の

非
凡
な
教
養
人
だ
っ
た
。
毒
舌
を
ユ
ー
モ
ア
に

包
め
、
機
知
縦
横
の
座
談
と
講
演
は
無
類
と

い
っ
て
よ
く
、
洒
脱
な
人
柄
は
多
く
の
人
に
愛

さ
れ
、
故
小
林
秀
雄
氏
を
初
め
と
し
て
す
ぐ
れ

た
親
友
に
恵
ま
れ
た
。

何
よ
り
も
氏
の
鋭
い
国
際
感
覚
と
世
界
に
通

ず
る
識
見
に
、
筆
者
自
身
は
不
断
に
教
え
ら
れ

る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。

実
際
対
外
活
動
の
範
囲
は
広
く
、
後
年
中
国

に
本
格
的
な
歌
舞
伎
を
派
遣
し
、
フ
ラ
ン
ス
で

鑑
真
和
上
の
乾
漆
像
（
国
宝
）
を
公
開
し
、
イ

ギ
リ
ス
で
「
大
江
戸
展
」
を
開
く
な
ど
、�
文

化
輸
入
超
過
�
を
是
正
し
よ
う
と
努
力
し
、
各

国
で
高
く
評
価
さ
れ
た
。

文
化
や
芸
術
に
国
境
は
な
い
、
と
の
信
念
か

ら
全
方
位
文
化
交
流
を
目
差
し
、
ゆ
く
ゆ
く
は

全
世
界
の
国
々
、
人
々
と
の
間
で
�
心
の
安
保

条
約
�
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
上
げ
る
こ
と
、

こ
れ
が
偏
狭
を
排
し
自
由
を
愛
し
た
�
愛
国

者
�
今
日
出
海
氏
の
抱
い
て
い
た
雄
大
な
構
想

だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

お
会
い
す
れ
ば
談
論
風
発
で
、
夢
や
理
想
を

語
る
と
き
の
若
々
し
い
情
熱
は
、
エ
ス
プ
リ
を

利
か
せ
た
巧
み
な
話
術
と
共
に
、
時
の
経
つ
の

を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
た
、
あ
の
愉
し
み
は
も
う

望
め
な
い
。

先
月
末
、
八
十
歳
で
長
逝
さ
れ
た
氏
の
冥
福

を
お
祈
り
す
る
今
年
の
暑
い
夏
、
降
る
よ
う
な

蝉
し
ぐ
れ
も
一
入
寂
し
い
。
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京
都
産
業
大
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教
授

若
泉
敬

―
文
化
創
造
へ
の
参
加
―

読
も
う
、
書
こ
う
、
考
え
よ
う

日
刊
福
井
※

「
正
言
」
１
９
８
４
（
昭
和
５９
）
年
１１
月
３
日
（
土
曜
日
）

「
読
ま
な
い
」、「
書
か
な
い
」、
そ
し
て
「
考

え
な
い
」
の
�
三
な
い
主
義
�
が
、
最
近
の
大

学
生
に
見
ら
れ
る
顕
著
な
現
象
だ
と
い
う
指
摘

が
あ
る
。
単
純
で
誇
張
し
て
い
る
か
も
知
れ
ぬ

が
、
筆
者
の
接
す
る
学
生
諸
君
に
は
確
か
に
こ

の
傾
向
が
あ
る
。

だ
が
、「
近
頃
の
若
い
者
は
…
」
を
抑
え
て
、

自
ら
省
察
す
る
に
、
こ
う
し
た
現
象
は
果
し
て

若
い
世
代
だ
け
に
特
有
の
も
の
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
と
も
、
飽
食
暖
衣
の
泰
平
楽
に
慣
れ
、
安
易

な
�
中
流
意
識
�
の
自
己
満
足
に
埋
没
し
つ
つ

あ
る
日
本
国
民
を
広
く
被
う
�
症
候
群
�
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

心
あ
る
人
々
に
よ
っ
て
、「
文
化
国
家
」
に

は
凡
そ
似
合
わ
ぬ
精
神
的
貧
困
が
、「
経
済
大

国
」
と
な
っ
た
日
本
の
物
質
的
繁
栄
と
対
比
し

て
、
否
、
反
比
例
し
て
叫
ば
れ
憂
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
久
し
い
。

も
し
本
当
に
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
何
故
わ
れ

わ
れ
は
衣
食
足
り
て
礼
節
を
知
ら
ず
、
真
の
生

き
甲
斐
や
魂
の
高
貴
さ
を
見
失
い
、
人
生
や
国

家
の
理
想
と
目
標
を
持
た
ず
、
モ
ノ
・
カ
ネ
・

エ
ゴ
の
暗
き
海
を
漂
う
�
心
貧
し
き
大
衆
�
に

堕
し
つ
つ
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

『
文
化
の
日
』
に
当
り
、
そ
の
由
っ
て
来
た

る
所
を
読
者
諸
賢
と
共
に
静
か
に
熟
慮
し
て
み

た
い
。

文
化
と
は
何
か
。
人
類
に
固
有
な
も
の
と
し

て
の
文
化
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
の
は
言
葉

（
言
語
能
力
）
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
普
遍
的

に
受
け
容
れ
ら
れ
て
い
る
定
義
で
あ
る
。

�
文
化
�
は
軽
薄
に
乱
用
さ
れ
そ
の
概
念
は

混
乱
し
て
い
る
が
、
言
語
こ
そ
文
化
の
中
核
で

あ
る
、
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。

こ
の
言
語
能
力
が
衰
頽
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
が
、
本
質
的
に
問
題
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
日
本
語
の
文
章
を
き
ち

ん
と
理
解
し
、
正
し
く
活
用
す
る
能
力
が
著
し

く
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
正
に
そ
の
淵
源
で
あ

る
、
と
筆
者
は
主
張
し
た
い
。

現
代
は
、
い
わ
ば
意
味
喪
失
の
怖
る
べ
き
時

代
で
あ
り
、
人
間
存
在
そ
の
も
の
に
係
わ
る
危

機
の
深
刻
さ
は
歴
史
上
前
例
を
見
な
い
。
人
間

の
好
奇
心
の
所
産
で
あ
る
科
学
や
技
術
が
逆
に

人
間
を
支
配
し
始
め
、
全
面
核
戦
争
、
資
源
の

涸
渇
、
生
態
系
の
破
壊
と
い
っ
た
物
理
的
脅
威

が
眼
前
に
あ
る
が
、
そ
の
根
は
遥
か
に
奥
深
い
。

こ
の
危
機
的
状
況
の
打
開
に
挑
戦
し
、
こ
れ

を
超
克
す
る
恐
ら
く
唯
一
の
残
さ
れ
た
途
は
、

人
類
の
文
化
創
造
性
を
蘇
生
さ
せ
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。
そ
の
鍵
は
、�
考
え
る
葦
�
と
し
て
、

哲
学
者
パ
ス
カ
ル
が
言
っ
た
よ
う
に
、「
人
間

の
あ
ら
ゆ
る
尊
厳
は
思
考
の
う
ち
に
あ
り
、
思

考
こ
そ
人
間
を
偉
大
に
す
る
」
こ
と
の
明
確
な

自
覚
に
あ
る
。

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

そ
の
た
め
に
わ
れ
わ
れ
は
、
ま
ず
言
語
能
力

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

を
回
復
し
、
本
気
に
な
っ
て
考
え
る
こ
と
か
ら

始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
、
抽
象
論
を
止
め
て
、
筆
者
は
極
め

て
具
体
的
に
思
い
切
っ
た
提
言
を
試
み
た
い
と

思
う
。

第
一
に
、
せ
め
て
今
日
一
日
、
テ
レ
ビ
を
消

し
て
良
書
に
親
し
も
う
。
確
か
数
年
前
、
当
時

の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
西
独
首
相
が
、
週
一
回
�
テ
レ

ビ
休
日
�
を
設
け
て
読
書
や
家
族
団
欒
に
当
て

よ
う
、
と
勇
気
あ
る
発
言
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。

長
所
利
点
を
認
め
る
に
し
て
も
、
映
像
視
聴
時

代
の
主
役
と
し
て
君
臨
す
る
テ
レ
ビ
の
弊
害
、

と
り
わ
け
暴
力
、
セ
ッ
ク
ス
等
の
俗
悪
番
組
は

眼
に
余
る
。
子
供
へ
の
悪
影
響
は
測
り
知
れ
な

い
。
受
身
一
方
の
他
人
志
向
型
�
感
覚
人
間
�

を
つ
く
り
出
し
、�
一
億
総
白
痴
化
�（
評
論
家
・

故
大
宅
壮
一
氏
の
言
）
を
招
き
つ
つ
あ
る
と

い
っ
て
過
言
で
あ
る
ま
い
。

そ
の
点
、
読
書
は
、
自
ら
行
う
主
体
的
で
能

動
的
な
�
対
話
�
で
あ
り
、
誰
で
も
一
人
で
実

行
で
き
る
生
涯
の
�
学
習
�
で
あ
る
。
特
に
古

典
と
呼
ば
れ
る
伝
来
の
宝
庫
か
ら
得
ら
れ
る
収

穫
の
愉
し
み
は
無
限
だ
。
活
字
を
離
れ
て
、
人

間
の
精
神
は
決
し
て
成
長
し
な
い
。

第
二
に
、
せ
め
て
今
日
一
日
、
電
話
の
使
用

を
止
め
て
、
ペ
ン
を
執
ろ
う
。
手
紙
を
書
き
、

自
ら
の
生
活
を
綴
っ
て
み
よ
う
。
電
話
は
便
利

の
よ
う
で
、
文
明
の
兇
器
で
も
あ
る
。
時
間
構

わ
ず
茶
の
間
へ
侵
入
し
て
く
る
電
話
に
、
何
故

わ
れ
わ
れ
は
飛
び
付
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
。

電
話
な
ど
な
か
っ
た
時
代
、
充
実
し
た
生
活

と
文
化
を
持
っ
て
い
た
で
は
な
い
か
。
心
の

籠
っ
た
手
紙
の
方
が
、
日
本
語
も
満
足
に
喋
れ

ぬ
長
電
話
よ
り
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
相
手
の
胸

中
に
訴
え
る
こ
と
か
。
離
れ
て
住
む
両
親
や
友

人
に
宛
て
た
一
枚
の
葉
書
す
ら
、
如
何
に
喜
ば

れ
る
こ
と
か
。

書
く
こ
と
は
、
読
む
こ
と
以
上
に
何
倍
も
難

し
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
で
き
る
だ
け
正
し
い
日

本
語
で
自
分
の
考
え
や
感
情
を
記
述
し
表
現
す

る
精
一
杯
の
努
力
は
、
文
化
の
本
質
に
迫
る
最

も
基
礎
的
で
創
造
的
な
行
為
で
あ
る
。

（
な
お
、
こ
こ
で
象
徴
的
な
も
の
と
し
て
電

話
を
取
り
上
げ
た
が
、
緊
急
、
業
務
、
公
用
等

の
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
次
の
例
示
も
、

ま
た
同
様
で
あ
る
）

最
後
に
、
せ
め
て
今
日
一
日
、
マ
イ
・
カ
ー

の
使
用
を
止
め
よ
う
。
車
が
瞬
時
に
殺
人
の
兇

器
に
な
り
得
る
こ
と
は
誰
で
も
知
っ
て
い
る
。

車
で
あ
く
せ
く
す
る
代
わ
り
に
、
心
の
ゆ
と
り

と
考
え
る
時
間
を
持
っ
て
有
意
義
に
過
そ
う
。

読
む
こ
と
、
書
く
こ
と
に
加
え
て
、
散
策
、

ス
ポ
ー
ツ
、
趣
味
も
よ
し
。
芸
術
活
動
に
自
ら

打
ち
込
む
の
は
最
高
だ
が
、
他
面
家
族
揃
っ
て

家
の
整
理
、
庭
の
手
入
も
い
い
。
近
く
の
山
ま

で
徒
歩
で
出
か
け
る
紅
葉
狩
り
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク

も
楽
し
い
。
皆
で
野
良
に
出
て
畑
を
耕
す
の
は

素
晴
ら
し
い
。

本
来
、「
文
化
」
の
語
源
は
�
耕
す
�
こ
と

に
あ
る
。
読
み
、
書
き
、
そ
し
て
考
え
な
が
ら
、

吾
が
心
田
を
耕
す
こ
と
だ
。

こ
れ
こ
そ
、
人
間
に
と
っ
て
不
可
欠
の
言
語

能
力
を
涵
養
し
、
想
像
力
と
創
造
性
を
開
発
し
、

精
神
的
貧
困
を
克
服
す
る
身
近
な
王
道
で
あ
る
。

そ
し
て
ま
た
、
こ
れ
こ
そ
、
教
育
の
本
質
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

菊
薫
る
晩
秋
の
佳
日
、
随
分
乱
暴
な
提
言
を

敢
て
試
み
た
筆
者
の
、
意
の
あ
る
と
こ
ろ
を
酌

ん
で
頂
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
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敬

―
国
連
平
和
維
持
活
動
に
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を
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世
界
平
和
と
日
本
の
寄
与

日
刊
福
井
※

「
正
言
」
１
９
８
５
（
昭
和
６０
）
年
４
月
６
日
（
土
曜
日
）

日
本
の
戦
後
外
交
は
、
一
貫
し
て
国
際
連
合

（
国
連
）
の
旗
標
を
高
く
掲
げ
て
き
た
。
先
月

公
開
さ
れ
た
わ
が
外
務
省
の
「
外
交
文
書
」
は
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
に
よ
っ
て
独
立
し
た

日
本
が
国
際
社
会
へ
復
帰
す
る
努
力
の
跡
を
窺

わ
せ
る
も
の
だ
が
、
そ
の
中
で
筆
者
が
注
目
し

た
の
は
国
連
加
盟
へ
の
苦
難
な
道
程
で
あ
っ
た
。

独
立
後
間
も
な
い
一
九
五
二
年
六
月
に
加
盟

を
申
請
し
た
が
、
ソ
連
の
拒
否
権
に
遭
っ
て
、

そ
の
実
現
に
四
年
半
も
か
か
っ
た
。
日
本
は
第

八
十
番
目
の
加
盟
国
で
あ
る
。

五
十
一
カ
国
で
発
足
し
た
国
連
は
、
い
ま
百

五
十
九
カ
国
に
達
し
、
今
年
四
十
周
年
を
迎
え

る
。
今
秋
の
国
連
総
会
に
は
、
こ
の
こ
と
を
記

念
し
て
各
国
の
首
脳
が
参
加
す
る
見
通
し
で
あ

る
。
恐
ら
く
ソ
連
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
新
書
記
長

も
出
席
し
、
こ
の
機
会
に
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
と

久
々
の
米
ソ
首
脳
会
談
が
早
く
も
期
待
さ
れ
て

い
る
。
日
本
の
首
相
も
出
席
す
べ
き
で
あ
る
、

と
筆
者
は
考
え
る
。

顧
み
る
と
、
第
二
次
大
戦
直
後
、
国
際
間
の

恒
久
の
平
和
確
保
を
至
高
の
目
的
と
す
る
国
連

が
全
人
類
の
希
望
を
担
っ
て
誕
生
し
た
。
し
か

し
、
四
十
年
の
歴
史
が
示
す
そ
の
実
績
は
決
し

て
満
足
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
国
連
は
質
量

共
に
大
き
く
変
貌
し
た
。

第
一
に
、
世
界
平
和
に
責
任
を
担
う
筈
の
五

大
国
（
米
ソ
英
仏
中
）
が
安
全
保
障
理
事
会
で

そ
の
特
権
（
拒
否
権
）
を
乱
用
し
、
故
に
国
連

憲
章
に
謳
わ
れ
た
国
連
軍
は
遂
に
創
設
さ
れ
ず

国
連
は
平
和
を
破
る
国
を
実
力
で
阻
止
す
る
だ

け
の
有
効
な
手
段
を
持
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、

地
味
で
限
定
さ
れ
た
国
連
平
和
維
持
活
動
（
Ｐ

Ｋ
Ｏ
）
が
生
れ
た
。

第
二
に
、
多
数
の
新
興
独
立
国
の
加
盟
を
反

映
し
て
、�
南
北
問
題
�
の
比
重
が
増
大
し
、

経
済
、
社
会
、
文
化
の
諸
問
題
へ
の
関
心
が
昂

ま
っ
た
。

肝
腎
の
安
全
保
障
理
事
会
は
、
軍
縮
を
始
め

と
す
る
重
要
課
題
や
緊
急
事
態
に
対
し
、
五
大

国
の
利
害
が
一
致
し
な
い
限
り
何
の
行
動
も
と

れ
ず
、
本
来
の
機
能
を
発
揮
し
て
い
な
い
。

一
方
、
国
連
総
会
は
惰
性
の
年
中
行
事
化
し
、

延
々
三
カ
月
に
渉
っ
て
首
相
、
外
相
な
ど
各
国

代
表
の
�
演
説
会
場
�
の
観
を
呈
し
て
い
る
。

議
論
ば
か
り
で
具
体
的
成
果
に
乏
し
く
、
次
々

と
採
択
さ
れ
る
決
議
は
実
行
に
移
さ
れ
な
い
。

こ
う
し
た
国
連
の
実
態
に
対
し
、
近
年
来
失
望

感
が
広
ま
っ
て
き
て
い
る
の
も
無
理
は
な
い
。

建
前
と
は
い
え
、
国
連
中
心
主
義
を
外
交
の

柱
の
一
つ
と
し
て
い
る
日
本
は
、
こ
の
国
連
に

ど
う
対
処
し
、
そ
の
将
来
を
ど
う
考
え
た
ら
よ

い
の
か
。
わ
が
国
は
国
連
の
予
算
面
で
米
ソ
に

次
ぎ
世
界
第
三
位
の
分
担
金
を
拠
出
し
て
い
る
。

こ
の
点
か
ら
だ
け
で
も
、
わ
れ
わ
れ
は
積
極
的

に
発
言
し
行
動
す
る
権
利
と
義
務
を
も
っ
て
い

る
。現

状
が
如
何
に
不
満
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
、

わ
れ
わ
れ
は
国
連
の
将
来
に
悲
観
的
に
な
り
、

諦
め
た
り
絶
望
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
何

故
な
ら
ば
、
理
由
は
簡
明
、
こ
れ
に
取
っ
て
替

る
べ
き
も
の
が
無
い
の
で
あ
る
。

�
地
球
船
・
宇
宙
号
�
の
時
代
に
、
加
盟
国

の
普
遍
性
と
活
動
分
野
の
包
括
性
と
い
う
こ
と

の
み
で
も
、
国
連
の
存
在
意
義
を
認
め
な
け
れ

ば
な
る
ま
い
。
年
に
一
度
の
国
連
総
会
が
、
各

国
首
脳
に
多
角
的
ロ
ビ
ー
外
交
の
場
を
提
供
す

る
だ
け
で
も
意
味
が
あ
る
、
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。

今
秋
の
総
会
に
日
本
の
首
相
も
出
席
す
べ
き

だ
、
と
筆
者
は
述
べ
た
。
美
辞
麗
句
の
演
説
の

た
め
で
は
な
い
。
こ
の
記
念
す
べ
き
機
会
に
、

日
本
が
国
連
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
積
極
的
に
参
加
す
る

よ
う
決
断
し
て
も
ら
い
た
い
と
希
う
か
ら
で
あ

る
。
今
日
ま
で
数
多
く
の
局
地
的
な
紛
争
や
戦

争
を
収
拾
し
、
休
戦
や
兵
力
引
き
離
し
、
そ
れ

ら
の
監
視
と
警
察
行
動
に
よ
っ
て
平
和
を
維
持

す
る
現
実
的
必
要
か
ら
生
れ
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｋ

Ｏ
機
能
で
あ
る
。

過
去
に
も
か
な
り
の
例
が
あ
る
が
、
現
在
、

一
九
四
八
年
以
来
存
続
す
る
「
国
連
イ
ン
ド
・

パ
キ
ス
タ
ン
軍
事
監
視
団
」、「
国
連
パ
レ
ス
チ

ナ
休
戦
監
視
機
構
」
を
始
め
と
し
て
、「
国
連

キ
プ
ロ
ス
平
和
維
持
軍
」、「
国
連
イ
ス
ラ
エ
ル
・

シ
リ
ア
兵
力
引
き
離
し
監
視
軍
」、「
国
連
レ
バ

ノ
ン
暫
定
軍
」
な
ど
が
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
よ
っ
て
異
る
が
、
数
カ

国
乃
至
十
数
カ
国
が
提
供
し
た
数
百
名
か
ら
数

千
名
の
兵
力
が
紛
争
地
域
に
駐
留
し
、
名
称
の

如
く
平
和
維
持
に
意
義
深
い
地
道
な
貢
献
を
し

て
い
る
。

日
本
は
�
平
和
国
家
�
で
あ
る
、
そ
の
国
策

は
世
界
の
平
和
に
寄
与
す
る
こ
と
だ
、
と
い
く

ら
力
ん
で
み
て
も
や
れ
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ

ろ
う
。
外
交
の
檜
舞
台
で
主
役
に
な
っ
て
、
核

軍
縮
交
渉
に
影
響
力
を
行
使
し
た
り
、
イ
・
イ

戦
争
や
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
を
調
停
す
る
よ
う
な

派
手
な
こ
と
は
出
来
そ
う
も
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
が
自
ら
決
心
す
れ
ば
実
行

で
き
、
世
界
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
る
世
界
平
和
へ

の
直
接
的
貢
献
の
確
か
な
方
途
が
あ
る
。
そ
れ

は
国
連
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
、
財
政
、
物
質
の
み
な
ら

ず
要
員
の
面
で
も
進
ん
で
協
力
す
る
こ
と
で
あ

る
。従

来
わ
が
国
は
、
憲
法
上
の
制
約
を
理
由
に

こ
れ
を
断
っ
て
き
た
。
だ
が
Ｐ
Ｋ
Ｏ
は
、
武
力

行
使
を
目
的
と
せ
ず
、
あ
く
ま
で
平
和
維
持
の

た
め
の
国
連
の
活
動
で
あ
る
以
上
、
国
際
的
常

識
に
照
し
て
も
、
憲
法
の
前
文
の
精
神
に
も
第

九
条
に
も
抵
触
し
な
い
と
い
う
の
が
筆
者
の
一

貫
し
た
主
張
で
あ
る
。（
例
え
ば
、
米
専
門
誌

『
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
』、
一
九
六

九
年
四
月
号
に
寄
稿
し
た
拙
論
を
参
照
さ
れ
た

い
）。眼先

の
経
済
的
利
益
の
追
求
に
の
み
専
念
し
、

世
界
中
で
深
刻
な
経
済
摩
擦
を
惹
起
し
な
が
ら
、

太
平
楽
を
並
べ
て
孤
立
化
し
つ
つ
あ
る
日
本
の

現
状
こ
そ
、「
い
ず
れ
の
国
家
も
、
自
国
の
こ

と
の
み
に
専
念
し
て
他
国
を
無
視
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
謳
っ
た
自
国
の
憲
法
の
精
神
に
反
し

て
い
る
。

国
際
情
勢
の
現
実
は
厳
し
く
、
日
本
は
�
国

際
国
家
�
と
し
て
応
分
の
役
割
と
責
任
を
果
た

さ
な
け
れ
ば
自
ら
の
安
全
と
生
存
を
保
持
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
、
と
い
う
の
が
筆
者
の
基
本

認
識
で
あ
る
。

戦
後
四
十
年
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
へ
の
参
加
は
海
外
派

兵
に
繋
が
る
と
い
っ
た
�
羹
に
懲
り
て
膾
を
吹

く
�
が
如
き
発
想
を
、
わ
れ
わ
れ
は
き
っ
ぱ
り

と
改
め
る
べ
き
時
機
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

（47）



※
現
『
日
刊
県
民
福
井
』

京
都
産
業
大
学
教
授

若
泉
敬

―
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
氏
か
ら
の
手
紙
―

国
際
交
流
と
日
本
の
役
割

日
刊
福
井
※

「
正
言
」
１
９
８
５
（
昭
和
６０
）
年
９
月
１４
日
（
土
曜
日
）

「
日
本
が
第
二
次
大
戦
後
四
十
年
間
に
な
し

遂
げ
た
瞠
目
す
べ
き
成
果
と
繁
栄
は
、
国
家
政

策
と
し
て
国
際
協
力
を
堅
持
し
軍
事
大
国
へ
の

途
を
選
ば
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
い
ま
米
ソ
超
大
国
を
は
じ
め

世
界
の
国
々
が
学
び
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
意
義

深
い
教
訓
を
含
ん
で
い
る
。
願
わ
く
ば
、
日
本

が
軍
拡
競
争
に
荷
担
せ
ず
、
そ
の
経
済
・
技
術

力
を
も
っ
て
世
界
の
建
設
的
分
野
で
貢
献
し
て

ほ
し
い
」

こ
れ
は
、
今
年
八
十
歳
を
迎
え
た
ウ
イ
リ
ア

ム
・
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
氏
か
ら
、
先
般
筆
者
が
受

け
と
っ
た
書
簡
の
要
点
で
あ
る
。

マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
駐
日
大
使
の
同
僚
と
し

て
共
に
米
議
会
で
活
躍
し
、
約
十
年
前
米
政
界

を
引
退
す
る
ま
で
、
十
五
年
間
も
ア
メ
リ
カ
上

院
外
交
委
員
長
の
要
職
に
あ
っ
た
同
氏
の
名
前

を
記
憶
し
て
い
る
人
も
次
第
に
少
な
く
な
っ
て

き
た
。

然
し
、ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
終
始
反
対
し
、ジ
ョ

ン
ソ
ン
、
ニ
ク
ソ
ン
両
大
統
領
の
政
策
を
厳
し

く
批
判
し
続
け
た
こ
と
は
内
外
で
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。

政
治
家
と
い
う
よ
り
も
学
者
に
ふ
さ
わ
し
い

同
氏
の
識
見
、
洞
察
、
勇
気
に
敬
意
を
表
し
、

多
少
意
見
は
違
っ
て
も
ワ
シ
ン
ト
ン
で
永
年
親

し
く
し
て
い
た
だ
い
た
筆
者
に
対
し
て
、
嘗
て

同
氏
は
「
歴
史
に
�
も
し
�
は
許
さ
れ
な
い
が
、

あ
の
誤
っ
た
戦
争
に
も
し
わ
が
米
国
が
介
入
し

て
い
な
か
っ
た
ら
、
い
ま
頃
内
外
の
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
と
想
う
と
慙
愧
に
堪

え
な
い
」
と
述
懐
し
た
こ
と
が
あ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
最
終
的
評
価
を
下
す
に
は
、

筆
者
の
管
見
で
は
、
な
お
時
間
を
藉
す
必
要
が

あ
り
、
後
世
の
史
家
の
手
に
委
ね
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

こ
こ
で
筆
者
が
強
調
し
た
い
の
は
そ
の
こ
と

で
は
な
く
て
、
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
氏
が
恐
ら
く
不

朽
の
名
声
を
遺
す
で
あ
ろ
う
�
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト

奨
学
金
�
の
意
義
に
つ
い
て
で
あ
る
。

同
氏
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
よ
っ
て
第
二
次
大

戦
後
間
も
な
く
米
議
会
で
立
法
化
さ
れ
た
、
こ

の
米
国
と
全
世
界
と
の
学
術
文
化
交
流
計
画
に

よ
っ
て
既
に
十
万
人
以
上
の
人
々
が
そ
の
恩
恵

に
浴
し
て
い
る
。

日
米
間
に
お
い
て
も
、
敗
戦
直
後
海
外
渡
航

が
困
難
な
時
期
か
ら
始
ま
っ
て
五
八
〇
〇
人
以

上
の
日
本
人
が
米
国
で
学
び
、
一
二
〇
〇
人
を

超
え
る
ア
メ
リ
カ
人
が
日
本
に
留
学
し
て
い
る
。

フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
氏
を
し
て
、
こ
の
計
画
を
決

意
さ
せ
実
現
さ
せ
た
彼
の
動
機
、
と
言
う
よ
り

も
不
抜
の
信
念
は
凡
そ
次
の
よ
う
に
要
約
で
き

よ
う
。
今
世
紀
に
入
っ
て
人
類
が
経
験
し
た
何

度
か
の
大
戦
争
、
そ
れ
を
も
た
ら
し
た
軍
備
競

争
の
悪
循
環
の
な
か
で
、
世
界
平
和
を
維
持
し
、

人
類
が
�
生
き
残
る
�
こ
と
が
出
来
る
か
否
か
、

そ
の
鍵
は
諸
大
国
が
持
つ
軍
事
能
力
の
優
劣
に

あ
る
の
で
は
な
く
て
、こ
れ
ら
諸
国
が
抱
く�
意

図
�
に
懸
か
っ
て
い
る
。

そ
の
意
図
に
望
ま
し
い
影
響
を
与
え
る
た
め

に
、
相
手
を
如
何
に
よ
り
正
し
く
よ
り
多
く
理

解
し
、
誤
っ
た
認
識
を
ど
の
程
度
是
正
し
得
る

か
、
こ
の
こ
と
が
不
可
欠
に
重
要
な
の
で
あ
る
。

相
手
の
文
化
、
伝
統
、
生
活
様
式
、
も
の
の

考
え
方
、
そ
し
て
民
族
や
国
家
の
心
理
と
行
動

形
態
を
ど
こ
ま
で
真
に
理
解
し
得
る
か
、
こ
れ

が
肝
腎
な
の
で
あ
る
。

無
知
と
不
可
解
は
、
偏
見
、
不
信
、
敵
意
の

温
床
と
な
る
。
逆
に
、
学
問
、
芸
術
、
ス
ポ
ー

ツ
等
の
分
野
で
幅
広
い
国
際
文
化
交
流
が
行
わ

れ
、
教
育
と
啓
蒙
に
よ
っ
て
お
互
い
の
理
解
が

進
む
な
ら
ば
、
―
勿
論
こ
れ
は
容
易
な
こ
と
で

は
な
い
が
―
わ
れ
わ
れ
は
相
手
に
対
し
て
宗
教
、

人
種
、
言
語
、
思
想
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
信
条

な
ど
の
相
違
を
超
え
て
寛
容
で
あ
り
得
る
こ
と

が
出
来
る
。

上
記
の
こ
と
を
、
同
氏
は
、
一
九
二
〇
年
代

の
若
き
日
に
三
年
間
、
著
名
な
「
ロ
ー
ズ
奨
学

金
」
を
与
え
ら
れ
英
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大

学
で
学
ん
だ
自
ら
の
体
験
か
ら
確
信
す
る
に

至
っ
た
と
言
う
。

日
本
に
対
す
る
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
氏
の
期
待
は

大
き
い
。

国
際
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
に
お
い
て
活

発
な
交
流
、
理
解
、
協
力
、
援
助
を
行
う
た
め
、

日
本
の
政
府
と
国
民
が
先
導
的
な
役
割
を
果
し

て
く
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、�
世
界
の
模
範
�

に
な
っ
て
欲
し
い
。

そ
し
て
、
日
本
は
そ
の
よ
う
な
寄
与
を
な
し

得
る
資
格
と
条
件
を
具
備
し
た
恐
ら
く
唯
一
の

大
国
か
も
知
れ
な
い
、
と
さ
え
同
氏
は
言
っ
て

い
る
。

わ
が
国
の
国
際
文
化
交
流
へ
の
劃
期
的
な
貢

献
は
、
眼
先
の
金
儲
け
に
狂
奔
し
て
世
界
中
か

ら
袋
叩
き
に
遇
い
か
ね
な
い
昨
今
の
緊
迫
し
た

状
況
を
打
開
す
る
速
効
薬
に
は
な
ら
な
い
に
し

て
も
、長
期
政
策
の
一
つ
の
主
柱（
国
家
目
標
）

と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

そ
れ
は
決
し
て
安
易
な
選
択
で
は
な
く
実
際

に
は
非
常
な
る
国
民
的
努
力
の
継
続
を
必
要
と

す
る
が
、
仮
令
そ
れ
が
自
己
犠
牲
を
伴
う
に
し

て
も
、
基
本
的
な
わ
が
国
の
国
益
に
合
致
す
る

で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
な
い
。

こ
の
際
思
い
切
っ
て
、
例
え
ば
、
国
際
交
流

基
金
の
出
資
を
増
額
し
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ

Ｄ
Ａ
）
を
質
量
共
に
飛
躍
的
に
改
善
で
き
な
い

も
の
か
。

英
知
と
創
意
を
凝
ら
し
て
広
く
門
戸
を
開
放

し
、
官
民
挙
げ
て
海
外
と
の
相
互
交
流
と
文
化

創
造
に
参
加
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
名
実
共

に
世
界
に
お
け
る
日
本
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

（
自
己
証
明
）
と
レ
ー
ゾ
ン
デ
ー
ト
ル
（
存
在

理
由
）
を
確
立
す
る
た
め
の
果
断
な
措
置
が
執

れ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

筆
者
が
か
く
訴
え
る
の
は
、
単
な
る
希
望
的

抽
象
論
で
は
な
く
て
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て

自
ら
の
生
存
と
安
全
を
懸
け
て
の
死
活
的
な

�
国
家
政
略
の
課
題
�
で
あ
る
と
信
ず
る
か
ら

で
あ
る
。
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※
現
『
日
刊
県
民
福
井
』

京
都
産
業
大
学
教
授

若
泉
敬

―
沖
縄
復
帰
十
五
年
に
想
う
―

誰
か
祖
国
を
愛
せ
ざ
る

日
刊
福
井
※

「
正
言
」
１
９
８
７
（
昭
和
６２
）
年
５
月
１６
日
（
土
曜
日
）

昨
日
、
沖
縄
県
は
日
本
に
復
帰
し
て
満
十
五

年
を
迎
え
た
。
日
本
の
国
土
で
唯
一
の
凄
惨
な

日
米
地
上
攻
防
戦
を
経
験
し
、
県
民
多
数
を
含

む
彼
我
二
十
数
万
の
人
々
が
散
華
し
た
沖
縄
、

敗
戦
以
来
二
十
七
年
間
に
わ
た
っ
て
異
民
族
の

支
配
下
に
呻
吟
し
た
米
軍
基
地
の
島
沖
縄
。

い
ま
静
か
に
顧
み
る
に
、
こ
の
沖
縄
県
民
百

万
同
胞
の
�
悲
願
�
の
祖
国
復
帰
と
は
、
如
何

な
る
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

亜
熱
帯
の
蒼
い
海
、
青
空
か
ら
降
り
そ
そ
ぐ

陽
光
、
白
い
砂
浜
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
珊
瑚
礁

の
島
々
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ
。
こ
う

し
た
形
容
詞
を
ち
り
ば
め
た
琉
球
列
島
に
�
太

陽
の
リ
ゾ
ー
ト
�
を
求
め
て
、
今
日
も
本
土
各

地
か
ら
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
一
日
何
便
と

な
く
沖
縄
へ
飛
び
立
っ
て
い
く
。
船
の
定
期
便

も
あ
る
。
年
間
三
百
万
人
の
観
光
客
誘
致
を
め

ざ
し
て
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

修
学
旅
行
を
含
め
て
若
者
た
ち
の
姿
が
目
立

つ
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
魅
力
あ
る
南
国
情
緒
へ

の
旅
の
他
に
、
沖
縄
は
何
か
特
別
の
意
味
を

持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

今
年
は
、「
海
邦
国
体
」
と
名
づ
け
ら
れ
た

沖
縄
県
初
の
国
民
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
る
。

秋
の
大
会
に
は
、
天
皇
陛
下
が
戦
後
初
め
て
沖

縄
を
訪
問
さ
れ
出
席
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
夏

季
大
会
お
よ
び
全
国
身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
浩
宮
さ
ま
お
よ
び
皇
太
子
殿
下

の
出
席
が
決
っ
て
い
る
。
意
義
深
い
こ
と
で
あ

る
。注

目
の
こ
の
沖
縄
県
の
一
部
で
、近
年
来「
日

の
丸
」
論
争
が
続
い
て
い
る
。
一
昨
年
、
文
部

省
が
全
国
の
小
中
学
校
で
の
日
の
丸
掲
揚
、
君

が
代
斉
唱
の
実
施
率
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
沖
縄

県
が
際
立
っ
て
そ
れ
が
低
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

国
旗
、
国
歌
問
題
が
教
育
の
場
の
み
な
ら
ず
政

治
的
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。

同
県
教
育
長
の
指
導
も
あ
っ
て
、
小
中
学
校

の
今
春
の
入
学
式
に
お
け
る
日
の
丸
掲
揚
率
は

九
八
％
に
ま
で
達
し
た
が
、
国
歌
の
実
施
率
は

五
％
台
で
あ
る
。

県
の
こ
の
指
導
に
強
く
反
撥
し
た
沖
縄
県
教

職
員
組
合
は
「
ひ
め
ゆ
り
、
健
児
の
学
徒
さ
え
、

�
動
物
的
忠
誠
心
�
を
持
た
さ
れ
た
の
は
、
軍

国
主
義
と
日
の
丸
・
君
が
代
に
よ
る
皇
民
化
教

育
の
せ
い
」
だ
と
抵
抗
の
姿
勢
を
示
し
、
ま
た

今
年
二
月
に
も
県
教
育
長
に
対
し
、「
国
体
で

は
天
皇
制
国
家
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
日
の
丸
・

君
が
代
は
や
め
よ
」、「
天
皇
を
招
請
す
る
な
」

な
ど
の
要
求
書
を
提
出
し
、
今
後
抗
議
行
動
を

予
定
し
て
い
る
と
い
う
。（『
朝
日
新
聞
』
本
年

五
月
一
日
付
）

こ
こ
で
筆
者
は
、
沖
縄
県
復
帰
の
原
点
に
立

ち
還
っ
て
篤
と
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
敗
戦

後
米
軍
の
直
接
支
配
下
に
永
年
苦
悩
し
た
沖
縄

の
同
胞
た
ち
が
終
始
、�
祖
国
�
で
あ
る
日
本

へ
の
速
や
か
な
復
帰
を
翼
っ
て
き
た
こ
と
は
疑

い
な
い
。
回
想
す
る
に
、
昭
和
三
十
年
代
当
時
、

最
も
�
愛
国
的
日
本
人
�
と
言
わ
れ
た
彼
ら
の

熱
烈
な
祖
国
と
一
体
化
へ
の
心
情
は
、
本
土
に

住
む
我
々
の
胸
を
打
た
づ
に
は
お
か
な
い
も
の

が
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
五
年
、
幅
広
く
県
民
的
な
組
織
と

し
て
「
沖
縄
県
祖
国
復
帰
協
議
会
」
が
結
成
さ

れ
た
。
そ
の
中
核
的
存
在
で
あ
っ
た
沖
縄
教
職

員
会（
会
長
、
屋
良
朝
苗
氏
、
後
の
公
選
主
席
）

は
、
同
年
、
当
時
米
軍
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て

い
た
日
の
丸
掲
揚
に
つ
い
て
、「
一
九
六
一
年

の
門
出
を
祝
福
す
る
た
め
、
全
琉
的
に
日
の
丸

を
掲
げ
る
運
動
を
行
う
」
こ
と
を
呼
び
か
け
た
。

そ
の
実
践
項
目
の
第
一
に
、
正
月
三
日
間
各

戸
各
学
校
共
に
日
の
丸
を
掲
げ
る
、
と
し
て
具

体
的
に
そ
の
や
り
方
を
指
示
し
た
上
で
、
最
後

に
「
正
月
元
旦
に
は
ど
の
職
場
で
も
日
の
丸
を

か
か
げ
て
祖
国
復
帰
の
祈
願
を
行
う
」
と
結
ん

で
い
る
。（『
沖
縄
県
祖
国
復
帰
闘
争
史
』
資
料

編
、
六
四
頁
）

そ
し
て
五
年
後
、
昭
和
四
十
年
元
旦
に
ア
メ

リ
カ
兵
が
沖
縄
で
日
の
丸
を
盗
み
取
っ
た
事
件

が
起
き
た
時
、
祖
国
復
帰
協
会
の
喜
屋
武
真
栄

会
長
（
沖
縄
県
教
職
員
会
事
務
局
長
兼
務
、
現

在
参
議
院
議
員
で
二
院
ク
ラ
ブ
所
属
）
は
時
の

琉
球
列
島
米
国
高
等
弁
務
官
ワ
ト
ソ
ン
中
将
に

対
し
次
の
よ
う
に
抗
議
し
た
。「
国
旗
を
ひ
き

さ
く
行
為
は
国
家
を
侮
辱
す
る
重
大
問
題
で
あ

る
。（
中
略
）
日
本
国
民
と
し
て
祖
国
同
胞
と

同
じ
よ
う
に
日
の
丸
を
か
か
げ
て
正
月
を
祝
う

の
は
極
め
て
自
然
な
感
情
で
あ
る
。（
中
略
）

こ
こ
に
再
び
（
筆
者
注
、
前
年
九
月
に
同
様
の

事
件
が
あ
っ
て
抗
議
）
厳
重
な
抗
議
を
行
い
、

軍
当
局
は
日
本
国
民
に
正
式
に
謝
罪
し
て
、
今

後
絶
対
に
か
か
る
事
件
を
ひ
き
起
さ
な
い
よ
う

根
本
的
措
置
を
講
ず
る
よ
う
要
求
す
る
。」（
前

掲
書
、
二
四
七
頁
、
二
四
八
頁
）

国
旗
日
の
丸
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
頃
か
ら

沖
縄
の
同
胞
は
、
我
々
本
土
の
日
本
人
の
国
家

観
に
対
し
、
よ
り
根
源
的
な
問
題
提
起
を
し
て

い
た
。
例
え
ば
、
昭
和
三
十
九
年
四
月
、
祖
国

復
帰
協
議
会
の
喜
屋
武
会
長
は
「
祖
国
な
き
ジ

プ
シ
ー
は
憐
れ
な
る
民
で
あ
る
と
い
う
が
、
祖

国
を
も
ち
、
然
も
祖
国
に
帰
り
た
い
と
熱
願
し

乍
ら
、
そ
の
祖
国
を
も
ち
、
然
も
祖
国
に
帰
り

得
ず
、
ま
た
渡
航
の
自
由
さ
え
も
な
い
国
民
は

尚
々
憐
れ
な
民
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。」
と
い
う
言
葉
で
始
ま
る
切
々
た
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
も
っ
て
、
祖
国
九
千
万
同
胞
に
対
し

分
断
さ
れ
た
民
族
の
悲
劇
と
速
か
な
復
帰
に
よ

る
独
立
の
達
成
を
訴
え
た
の
で
あ
っ
た
。（
前

掲
書
、
一
七
五
頁
）

昭
和
四
十
二
年
四
月
一
日
、
同
じ
く
喜
屋
武

会
長
名
で
祖
国
復
帰
協
議
会
は
、
全
国
の
都
道

府
県
市
町
村
議
会
に
対
し
、「
沖
縄
は
日
本
な

の
で
す
―
沖
縄
返
還
の
決
議
を
満
場
一
致
で

行
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
訴
え
た
。（
前
掲
書
、

三
五
四
頁
）。
こ
の
感
動
的
な
ア
ッ
ピ
ー
ル
は

次
の
よ
う
に
結
ば
れ
て
い
た
。

最
後
に
、
人
間
解
放
の
自
覚
が
平
和
と
独
立

に
結
び
着
く
と
き
、「
誰
か
故
郷
を
思
わ
ざ
る
」

の
心
情
は
「
誰
か
祖
国
を
愛
せ
ざ
る
」
の
祖
国

愛
に
通
ず
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。
沖
縄
九

十
六
万
県
民
は
、
日
本
国
民
と
し
て
の
正
し
い

生
き
方
を
そ
こ
に
求
め
て
い
る
の
で
す
。「
わ

が
身
を
つ
ね
っ
て
他
人
の
痛
さ
を
知
れ
」
と
い

う
が
、
他
所
ご
と
だ
と
思
わ
な
い
で
ほ
し
い
の

で
す
。「
血
は
水
よ
り
も
濃
い
」
の
で
す
。

日
本
人
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
、
祖
国

の
真
の
独
立
を
願
い
、
自
由
と
自
治
と
平
和
と

民
主
主
義
を
要
求
し
て
止
ま
な
い
沖
縄
県
民
の

誰
し
も
抱
い
て
い
る
真
実
に
触
れ
て
ほ
し
い
と

私
は
心
か
ら
願
い
且
つ
訴
え
る
の
で
す
。
皆
さ

ん
の
、
心
か
ら
な
る
立
ち
上
り
と
御
協
力
を

願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

本
年
、
待
望
の
「
海
邦
国
体
」
を
迎
え
る
に

当
り
、
沖
縄
県
民
の
み
な
ら
ず
全
国
民
が
協
力

し
て
こ
れ
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
我
々
心
あ

る
日
本
人
の
す
べ
て
が
、
十
五
年
前
に
沖
縄
県
・
・

の
同
胞
を
吾
が
祖
国
に
迎
え
入
れ
た
あ
の
復
帰

・
・
・

の
初
心
に
立
ち
還
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
初
心
と
は
、
自
由
、
自
治
、
平
和
、
民

主
主
義
、
そ
し
て
真
の
独
立
と
祖
国
愛
で
は
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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※
現
『
日
刊
県
民
福
井
』

京
都
産
業
大
学
教
授

若
泉
敬

―
小
泉
信
三
博
士
の
遺
言
―

国
を
思
う
心

日
刊
福
井
※

「
正
言
」
１
９
８
７
（
昭
和
６２
）
年
８
月
１
日
（
土
曜
日
）

作
家
の
阿
川
弘
之
氏
が
本
音
を
語
っ
た
近
著

『
国
を
思
う
て
何
が
悪
い
』
を
一
気
に
読
ん
で
、

共
鳴
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

「
一
自
由
主
義
者
の
憤
慨
録
」
と
い
う
サ
ブ

タ
イ
ト
ル
が
附
い
て
い
て
、
や
や
ユ
ー
モ
ラ
ス

な
語
り
口
で
昨
今
の
世
相
を
鋭
く
斬
っ
て
い
る
。

以
前
か
ら
、
大
新
聞
な
ど
一
部
マ
ス
コ
ミ
の

偏
向
し
た
報
道
や
、
ま
た
�
進
歩
的
�
文
化
人
、

学
者
、
政
治
家
等
の
偽
善
的
言
動
を
苦
々
し
く

思
っ
て
き
た
筆
者
は
、
聊
か
溜
飲
の
下
が
る
お

も
い
だ
っ
た
。

阿
川
氏
の
憤
慨
は
そ
の
大
筋
に
お
い
て
感
情

的
な
も
の
で
な
く
、
内
外
で
通
用
す
る
良
識
を

備
え
た
正
論
だ
、
と
私
は
考
え
る
。
天
皇
制
、

国
旗
、
国
歌
等
に
つ
い
て
の
こ
の
作
家
ら
し
い

論
攷
も
、
心
あ
る
日
本
国
民
の
幅
広
い
共
感
を

喚
ぶ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
諸
者
諸
賢
に
一

読
を
お
勧
め
す
る
所
以
で
あ
る
。

こ
の
本
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
筆
者
が
想
起
し
た

の
は
、
三
十
年
も
前
に
読
ん
で
感
銘
深
か
っ
た

碩
学
小
泉
信
三
博
士
（
元
慶
應
義
塾
大
学
塾

長
）
の
著
書
『
国
を
思
ふ
心
』
で
あ
っ
た
。

そ
の
中
の
冒
頭
の
一
篇
「
遺
兒
の
皆
さ
ん

へ
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

「
そ
の
人
々
の
悪
戦
苦
闘
と
犠
牲
に
も
拘
ら

ず
、
日
本
は
敗
戦
国
と
な
り
ま
し
た
。
け
れ
ど

も
、
戦
の
勝
敗
如
何
に
拘
ら
ず
、
そ
の
人
々
が

国
に
対
す
る
義
務
に
忠
誠
で
あ
り
、
さ
う
し
て

そ
の
事
に
命
を
捨
て
た
行
為
と
犠
牲
の
貴
と
い

こ
と
は
、
変
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

身
を
殺
し
て
仁
を
な
す
は
仁
の
最
も
大
な
る

も
の
で
あ
る
と
い
ひ
ま
す
。

即
ち
人
を
愛
し
、
人
を
救
う
為
め
に
自
分
が

死
ぬ
と
い
ふ
こ
と
は
、
最
高
の
愛
の
行
為
だ
と

い
ふ
こ
と
で
す
。

戦
死
者
は
特
定
の
人
を
救
う
為
め
に
死
ん
だ

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
本
国
民
と
い
ふ
、

過
去
か
ら
未
来
に
及
ぶ
同
胞
の
全
体
の
為
め
に

身
を
殺
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
人
々
に
身

を
殺
さ
せ
た
同
胞
国
民
と
し
て
は
、
そ
の
人
々

と
そ
の
行
為
と
を
忘
れ
て
は
済
ま
な
い
の
で
す
。

（
中
略
）」

こ
の
切
々
た
る
短
文
の
最
後
は
、「
日
本
を

愛
す
る
も
の
は
、
そ
の
日
本
の
為
め
に
死
ん
だ

人
々
の
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

同
時
に
私
は
、
皆
さ
ん
の
お
父
さ
ん
が
そ
の

為
め
に
死
な
れ
た
こ
の
日
本
と
い
ふ
国
を
、
産

業
の
上
、
文
化
の
上
、
有
形
無
形
両
面
に
於
て
、

少
し
で
も
よ
り
よ
き
日
本
と
し
て
、
更
に
次
ぎ

の
世
代
の
国
民
に
引
き
継
が
せ
る
の
が
、
吾
々

の
、
ま
た
皆
さ
ん
の
願
ひ
で
も
あ
り
、
務
め
で

も
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
、
時
々
考
へ
て
も
ら
ひ

た
い
と
思
ひ
ま
す
。」
と
結
ば
れ
て
い
た
。

八
月
の
声
を
聞
く
と
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
盂

蘭
盆
を
中
心
に
、
心
の
ふ
る
里
を
訪
ね
、
祖
先

の
霊
を
ま
つ
り
冥
福
を
祈
る
意
義
深
い
日
の
こ

と
を
想
い
浮
べ
る
。

だ
が
、
そ
の
十
五
日
は
同
時
に
日
本
敗
戦
の

記
念
日
で
も
あ
る
。
そ
の
前
に
、
広
島
や
長
崎

の
原
爆
の
日
も
あ
る
。
そ
れ
ら
は
決
し
て
、
遠

い
昔
の
物
語
で
は
な
い
。

従
っ
て
、
戦
争
と
平
和
と
い
う
大
事
な
テ
ー

マ
を
避
け
て
は
通
れ
な
い
炎
暑
の
訪
れ
で
あ
る
。

幸
い
に
し
て
、
内
外
で
個
々
の
問
題
は
あ
る

に
し
て
も
、
総
じ
て
い
ま
日
本
は
平
和
と
自
由

と
繁
栄
を
謳
歌
し
、
世
界
で
最
も
恵
ま
れ
た
国

の
一
つ
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
感
謝
し
て
、
そ
の
恩
恵

を
享
受
し
よ
う
。

例
え
ば
、
待
望
の
夏
期
休
暇
は
健
康
増
進
と

リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
好
機
で
あ
り
、
家
族
団

欒
を
は
じ
め
と
し
て
旅
行
や
ス
ポ
ー
ツ
に
、
あ

る
い
は
各
種
の
レ
ジ
ャ
ー
や
�
高
校
野
球
�
に

熱
中
す
る
の
も
大
い
に
結
構
な
こ
と
だ
と
思
う
。

し
か
し
、
そ
れ
が
す
べ
て
だ
と
い
う
の
で

あ
っ
て
は
な
る
ま
い
。

仕
事
や
学
業
の
手
を
休
め
、
心
に
ゆ
と
り
を

持
っ
た
一
刻
、
折
に
ふ
れ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
身

を
殺
し
て
仁
を
な
し
た
人
々
の
こ
と
を
静
か
に

想
い
、
祖
先
た
ち
が
築
き
上
げ
た
伝
統
の
精
神

に
還
り
、
厳
し
い
世
界
の
大
勢
の
な
か
で
祖
国

の
命
運
に
念
い
を
馳
せ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

そ
し
て
、
今
日
の
わ
が
国
の
平
和
と
自
由
と

繁
栄
の
永
続
を
希
う
と
共
に
、
小
泉
博
士
の
言

わ
れ
た
如
く
、「
少
し
で
も
よ
り
よ
き
日
本
と

し
て
、
次
の
世
代
に
引
き
継
が
せ
る
た
め
の
責

務
」
を
担
う
自
覚
を
新
た
に
す
べ
き
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
こ
そ
が
、
戦
争
の
尊
い
犠
牲
と

な
っ
た
総
て
の
人
々
と
そ
の
遺
族
た
ち
を
偲
び
、

戦
没
者
を
追
悼
す
る
最
善
の
鎮
魂
で
あ
る
、
と

筆
者
は
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
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※
現
『
日
刊
県
民
福
井
』

京
都
産
業
大
学
教
授

若
泉
敬

―
人
生
の
礎
を
つ
く
る
学
生
生
活
―

大
学
に
合
格
し
た
Ｓ
君
へ
の
手
紙

日
刊
福
井
※

「
正
言
」
１
９
８
８
（
昭
和
６３
）
年
３
月
１９
日
（
土
曜
日
）

Ｓ
君
、
大
学
合
格
お
め
で
と
う
。
長
く
て
厳

し
か
っ
た
受
験
の
重
圧
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
い

ま
は
喜
び
で
胸
一
杯
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で

入
学
前
に
、
初
め
て
大
学
生
に
な
る
た
め
の
心

構
え
に
つ
い
て
、
何
か
少
し
で
も
お
役
に
立
ち

た
い
と
思
っ
て
急
い
で
ペ
ン
を
執
り
ま
し
た
。

こ
の
拙
い
手
紙
を
、
私
は
お
祝
い
の
気
持
を

籠
め
て
書
き
ま
し
た
。
も
し
も
お
説
教
じ
み
た

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ら
、
そ
れ
は
あ
な
た
へ
の
期

待
の
あ
ま
り
の
こ
と
と
お
許
し
下
さ
い
。

ま
ず
、
御
両
親
に
感
謝
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
あ
な
た
と
同
じ
年
齢
の
若
者
で
、

大
学
に
進
学
で
き
る
の
は
せ
い
ぜ
い
四
割
で
、

あ
と
の
六
割
は
、
不
幸
に
し
て
希
望
す
る
大
学

に
入
れ
な
く
て
一
年
後
に
再
挑
戦
す
る
人
た
ち

と
、
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て
毎
日
働
く
人
々
で

す
。
実
社
会
で
苦
労
し
な
が
ら
早
く
自
立
す
る

途
も
、
そ
れ
自
体
、
非
常
に
立
派
な
人
生
の
生

き
方
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
と
に
か
く
、

大
学
進
学
は
決
し
て
当
り
前
の
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

あ
な
た
は
、
御
両
親
の
物
心
両
面
で
の
温
か

い
援
助
の
お
か
げ
で
、
こ
れ
か
ら
四
年
間
、
自

由
な
環
境
の
な
か
で
勉
学
に
ス
ポ
ー
ツ
に
自
分

の
青
春
を
謳
歌
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
素
晴
し
い
機
会
を
最
大
限

に
活
か
し
て
、
悔
の
な
い
大
学
生
の
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
希
う
の
で
す
。

あ
な
た
の
合
格
し
た
大
学
は
、
第
一
志
望
校

で
は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
こ
と
で
劣

等
感
み
た
い
な
も
の
を
持
た
な
い
で
下
さ
い
ね
。

�
偏
差
値
�
な
ど
と
い
う
妙
な
物
差
し
で
、
大

学
を
位
置
づ
け
た
り
、
入
学
生
を
評
価
す
る
こ

と
に
、
私
は
ど
う
し
て
も
納
得
が
ゆ
き
ま
せ
ん
。

個
人
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
大
学
に
も
個

性
や
学
風
が
あ
り
、
必
ず
長
所
と
欠
点
が
あ
り

ま
す
。
あ
そ
こ
は
何
流
校
だ
、
と
い
う
受
験
産

業
に
よ
る
格
づ
け
な
ど
は
当
て
に
な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
世
間
の
評
判
よ
り
も
は
る
か
に
頼

り
に
な
る
尺
度
は
、
自
分
自
身
で
あ
り
ま
す
。

今
度
入
学
す
る
大
学
で
、
あ
な
た
自
身
が
ど
の

よ
う
な
学
生
生
活
を
送
る
か
、
と
い
う
こ
と
で

す
べ
て
が
決
ま
る
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
点
は
割
り
切
っ
て
、
自
信
を
持
っ
て
下
さ

い
。そ

こ
で
、
最
初
の
私
の
助
言
は
、
万
事
に
積

極
的
な
態
度
で
臨
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
残
念
な
が
ら
、
高
校
ま
で
と
違
っ
て
大
学

と
い
う
と
こ
ろ
は
、
一
般
に
あ
ま
り
親
切
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自
ら
が
求
め
な
い
か
ぎ
り
、
自

ら
が
行
動
を
起
こ
さ
な
い
か
ぎ
り
、
何
も
与
え

て
は
く
れ
な
い
の
で
す
。
甘
え
は
禁
物
で
す
。

こ
れ
が
自
由
の
代
償
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
学
生
に
と
っ
て
恐
ら
く
最
大
の
敵
は
、
三

無
主
義
（
無
気
力
、
無
関
心
、
無
責
任
）
と
い

わ
れ
る
消
極
性
で
す
。
こ
れ
を
打
破
し
て
、
受

身
で
は
な
く
、
思
い
切
り
能
動
的
な
姿
勢
で
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
て
下
さ
い
。

な
る
べ
く
早
く
、
今
後
四
年
間
に
達
成
す
べ

き
具
体
的
な
目
標
を
立
て
、
そ
れ
に
挑
戦
す
る

勇
気
を
出
せ
ば
、
そ
こ
に
夢
と
生
き
甲
斐
が
生

ま
れ
、
学
生
生
活
は
自
然
と
楽
し
く
充
実
し
て

き
ま
す
。
ど
う
か
今
か
ら
、
そ
う
し
た
目
的
意

識
を
は
っ
き
り
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

第
二
に
、
友
人
を
つ
く
っ
て
下
さ
い
。
生
涯

つ
き
合
え
る
親
友
、
心
友
、
真
友
を
何
人
か
は

必
ず
持
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、

あ
な
た
の
人
生
に
と
っ
て
最
大
の
財
産
と
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
良
き
友
を
つ
く
る

の
に
も
、
積
極
的
に
こ
れ
を
求
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
ク
ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル
に

参
加
し
、
そ
こ
で
の
触
れ
合
い
が
一
つ
の
近
道

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
異
性
の
友
人
、
そ
し
て

ま
じ
め
で
熱
烈
な
大
恋
愛
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
青
年
の
特
権
で
す
。

第
三
に
、
何
冊
か
の
愛
読
書
を
持
っ
て
ほ
し

い
。
大
学
生
に
な
っ
た
ら
、
テ
レ
ビ
や
マ
ン
ガ

の
類
は
極
力
退
け
て
、
そ
の
代
り
に
古
典
と
い

わ
れ
る
東
西
の
文
学
、
思
想
、
歴
史
な
ど
の
書

物
に
親
し
ん
で
ほ
し
い
の
で
す
。
視
聴
覚
中
心

の
映
像
化
時
代
に
育
っ
た
あ
な
た
た
ち
に
と
っ

て
、
活
字
に
よ
る
思
考
や
表
現
は
苦
手
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
だ
が
、
読
む
こ
と
、
書
く
こ
と
、

そ
し
て
自
己
主
張
す
る
こ
と
は
、
人
間
の
精
神

的
成
長
に
と
っ
て
不
可
欠
の
要
素
だ
と
私
は
信

じ
て
い
ま
す
。

読
書
は
一
種
の
対
話
で
あ
り
、
そ
れ
は
繰
り

返
す
こ
と
に
よ
っ
て
消
化
さ
れ
、
精
神
の
糧
と

な
り
ま
す
。
古
典
は
、
い
つ
の
時
代
で
も
み
ず

み
ず
し
い
生
命
力
を
持
ち
続
け
ま
す
。
折
に
ふ

れ
て
ひ
も
と
く
何
冊
か
の
愛
読
書
は
、
あ
な
た

に
と
っ
て
生
涯
心
の
支
え
と
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。第

四
に
、
旅
行
で
す
。
未
知
の
世
界
で
の
、

人
と
自
然
と
の
不
思
議
な
出
合
い
を
求
め
て
の

旅
は
、
ロ
マ
ン
と
冒
険
に
満
ち
て
い
ま
す
。
若

き
日
に
、
自
ら
目
的
と
計
画
を
立
て
て
、
手
づ

く
り
の
旅
を
す
る
。
そ
こ
で
得
ら
れ
る
収
穫
は

大
き
い
。
も
ち
ろ
ん
国
内
も
よ
い
の
で
す
が
、

学
生
時
代
、
夏
休
み
な
ど
を
利
用
し
て
一
度
は

海
外
に
出
か
け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
そ
の
資

金
づ
く
り
の
た
め
の
き
ち
ん
と
し
た
ア
ル
バ
イ

ト
な
ら
、
私
も
大
賛
成
で
す
。

ほ
か
に
も
お
勧
め
し
た
い
こ
と
は
ま
だ
沢
山

あ
り
ま
す
が
、
最
後
に
言
い
た
い
の
は
、
自
己

の
人
生
観
の
確
立
で
す
。

つ
ま
り
、
徹
底
し
て
自
分
を
見
つ
め
、
真
の

「
自
分
」
を
見
つ
け
る
こ
と
で
す
。
一
見
豊
か

な
時
代
と
い
わ
れ
る
今
日
、
な
ん
と
な
く
現
状

に
妥
協
し
、
安
易
に
満
足
し
、
周
囲
に
流
さ
れ

て
し
ま
う
よ
う
な
生
活
で
は
、
折
角
の
四
年
間

を
大
学
で
過
ご
す
意
味
が
薄
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
う
で
は
な
く
て
、
た
っ
た
一
回
の
、
こ
れ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

か
ら
始
ま
る
吾
が
人
生
を
如
何
に
生
き
る
べ
き

ヽか
、
こ
の
�
永
遠
の
テ
ー
マ
�
に
思
い
切
っ
て

挑
戦
し
て
み
て
ほ
し
い
の
で
す
。

そ
の
真
剣
な
模
索
の
過
程
か
ら
、
あ
な
た
は

一
人
の
人
間
と
し
て
、
社
会
人
と
し
て
、
国
民

と
し
て
、
国
際
的
日
本
人
と
し
て
立
派
に
成
長

し
て
い
か
れ
る
こ
と
と
信
じ
、
期
待
し
て
い
ま

す
。最

後
に
な
っ
て
気
づ
き
ま
し
た
が
、
学
生
の

本
分
た
る
学
問
に
励
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
、
つ

い
書
き
忘
れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
昔
か
ら
「
よ

く
学
び
、
よ
く
遊
び
」
と
い
い
ま
す
ね
。
Ｓ
君
、

大
い
に
学
生
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
下
さ
い
。

で
は
、
お
元
気
で
。
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若泉 敬（わかいずみ けい）先生 略年譜
1930（昭和 5）年 3月29日 福井県今立郡服間村（現・越前市横住町）に生まれる（喜助・

マツヱ様の長男）
1944（昭和19）年 4月 福井師範学校入学 〈14 歳〉
1945（昭和20）年 7月19日 福井大空襲を体験 〈15 歳〉

・世界に貢献する「国際的日本人」を目指す誓いを立てる
1950（昭和25）年 4月 東京大学法学部政治学科（旧制）入学 〈20 歳〉

「学生土曜会」で活躍する
1954（昭和29）年 4月 1日 保安庁保安研修所（のち防衛庁防衛研究所）教官

〈24 歳～36 歳〉
1955（昭和30）年 1月 英国ロンドン大学大学院（国際関係論専攻）留学

〈25 歳～27 歳〉
1959（昭和34）年 9月 9日 同郷の根谷ひな 様（福井師範学校卒・明治大学卒・福井県

初の女性弁護士）と結婚 〈ご両人 29 歳〉
1960（昭和35）年 1月19日 長男の若泉 耕（改め聡一郎）さん誕生 〈30 歳〉
1960（昭和35）年 8月 米国ジョンズ・ホプキンス大学高等国際問題研究所へ研究留学

〈30 歳〉
1966（昭和41）年 4月 1日 京都産業大学世界問題研究所教授（所員・法学部教授）として

就任 〈36 歳〉
1968（昭和43）年12月26日 二男の若泉 核さん誕生 〈38 歳〉
1969（昭和44）年 3月 中央教育審議会臨時委員 〈39 歳〉
1970（昭和45）年12月 1日 京都産業大学世界問題研究所長・教授

〈10 年間：40 歳～50 歳〉
1972（昭和47）年 5月15日 沖縄の祖国復帰・施政権返還に尽力 〈42 歳〉
1974（昭和49）年 4月 米国ウッドローウィルソン国際学術研究所客員研究員

〈44 歳〉
1980（昭和55）年 3月29日 （自身の誕生日）東京都杉並区桃井から福井県鯖江市つつじヶ

丘に転居 〈50 歳〉
1985（昭和60）年 6月23日 若泉ひな 様の死去 〈享年 55 歳〉
1988（昭和63）年 9月28日 マイク・マンスフィールド駐日米国大使を自宅に迎え講演

若泉先生の制作 大地球儀の福井県への贈呈式 〈58 歳〉
・翌年 福井県国際交流会館ロビーに設置
（直径 190cm、重量 225kg、電動式で回転）

1992（平成 4）年 3月31日 京都産業大学を依願退職 〈62 歳〉
・創学から 26 年間の奉職 退職金全額を同大学に寄付する

1994（平成 6）年 5月15日 『他策ナカリシヲ信ゼムト欲ス』公刊 〈64 歳〉
・沖縄の祖国復帰から 22 年の歳月

1996（平成 8）年 7月27日 福井県鯖江市つつじケ丘の自宅にて死去 〈享年 66 歳〉

（52）
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